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LOmmUhICati0n 軌 @68K 


Communication PRO-68K 


FOR X68000 


ユー ザー ズ マ ニュ ユア ル 


は じ レ め に 


この た び は 、"Communication PRO-68K" を お 買い 上 げ い た だ き 、 ま こと に あり が 
と う ご ざ いま し た 。 
"Communication PRO-68K" は 、X68000 の た め に 作ら れ た 高 機能 通信 ソフ ト で す 。 
ご 使用 に 際 し て は 、 必 ず 本 説明 書 に 記載 され て いる 操作 方 法 ・ 注 意 事 項 を よく 
お 読 みい た だ き 、 正 し い 操 作 に よっ て 有効 に 活用 され る よう お 願い いた し ます 。 


※ 万 一 、 ご 不審 な 点 ・ お 気付 き の 点 が あり まし た ら 、 お 買い 求め の 販売 店 、 も し 
く は 、 も より の シャ ー プ お 客 様 ご 相談 窓口 に ご 連絡 くだ さい 。 


商品 構成 は 、 下 記 の と お り で す 。 


シス デム ディ スク ・ ぁ ょ eeemeem =r・ ド < で < 1 枚 
ユー ザー マニ ュ ア ル ・ で で に で に で に で で で で で 1 冊 
テス と ドカ ーー ドド oe we we es so ws so wo 1 枚 


※ 本 ソフ ト お よび 本 マニ ュ ア ル は 由 ユ ー ジ ング が 製作 し た の も の で す 。 
イラ スト : 渡辺 天 留 子 


*Communication PRO-68K“ の 特長 


*Communication PRO-68K" は 、 パ ソコ ン 通 信 を する た め に 作ら れ た 通信 ソフ ト で 次 の よう な 特長 が あり ま 
す 。 


① 高速 通信 に 対応 
300、1200、2400 、4800 、9600 、19200bps で 通信 を する こと が で きす 。 し た が っ て 、 ホ ス 
トコ ンピュータ に 高速 で 直結 し 、 利用 する こと も で きま す 。 
② さか の ぼっ て メッ セー ジ を 読め る 逆 ス クロ ー ル 機能 
く < 休 >、<! > キー で 通信 画面 が 上 下 に スク ロー ル し 、 す で に 画面 か ら ス クロ ー ル アウ ト し て し ま 
っ た 通信 内 容 で も 簡単 に 表示 で きま す 。 <ROLL UP>、<ROLL DOWN> キ ー を 使え ば 、 よ り 高 速 な ス 
クロ ー ル が で きま す 。 
③ コン カレ ント 機能 
受信 デー タ を 表示 し な が ら 、 エ ディ タ で メッ セー ジ を 書い た り 、 印 字 す る こと が で きま す 。 
④ オー トロ グイ ン 、 オ ー ト パイ ロッ ト が 可能 な 自動 実行 機能 
専用 の 通信 用 言語 を 使っ た プロ グラ ム を 実行 する 機能 が あり ます 。 多様 な 機能 を 持つ この 言語 
を 使え ば 、 通信 条件 な どの 設定 は も と より 、 自 動 的 に 相手 に 接続 する オー トロ グイ ン や 、 す べ 
て の 通信 を 自動 的 に 行う オー ト パ イ ロ ッ ト を 行う こと が で きま す 。 
⑤ Xmodem、TransIt を サポ ー ト 
プロ グラ ム フ ァ イル や 文書 ファ イル な ど を 誤り な く 転 送 す る た め に 使わ れる の が 、 プ ロト コル 
を 使っ た ファ イル 転送 で す 。 こ の うち 、 も っ と を 普及 し て いる Xmodem プロ トコ ル と アス キー 
ネッ ト が 採用 し て いる TransIt プロ トコ ル を サポ ー ト し て いま す 。 
⑥ 豊富 な 編集 機能 
オン ライ ン で 直接 1 文字 ずつ っ 書き 込む だ け で な く 、1 行 ずつ 編集 し な が ら 送信 する こと が で きる 
行 入力 機能 を も っ て いま す 。 こ の 行 入力 モ ー ド で は 既に 送信 し た 文字 を 過去 20 行 分 記憶 し て い 
ます の で 、 以 前 に 送信 し た 文字 列 を 呼び 出し て 編集 し て 送信 する こと も で きま す 。 長い メッ セ 
ー ジ を 書く た め に スク リー ン エ ディ ター も る 内蔵 し て いま す 。 
⑦ その 他 
・ 白 地 に 黒文字 で 表示 する 画面 (ペー パー ホワ イト の 画面 ) と 、 黒 地 に 白 文 字 で 表示 する 画面 
(ANSI タ ー ミ ナル モー ド の 画面 : VTf-100 タ ー ミ ナル の サブ セッ ト ) の 2 種類 が 用 意 さ れ て いま 
ずら 
・ 画 面 の 行 数 を 25 行 と 20 行 に 瞬時 に 切り 替え ます 。 
・ 通 信 中 に Human68k の コマ ンド を 実行 する こと が で きま す 。 
・ フ ァイル に 書い た 内 容 を その まま 送信 する オー ト タ イ プ が で きま す 。 
・MS 漢 字 (シフ ト JIS) 、 PC 漢字 、 新 JIS、 旧 JIS、 DEC 漢 字 に 対応 し ます 。 
・ 受 信 漢 字 コ ー ド の 自動 判別 を 行い ます (DEC 漢 字 を 除く ) 。 


本 書 の 構成 


第 1 章 お 使い いた だ く 前 に (お 使い いた だ く 前 に 必ず お 読み くだ さい ) 


"Communication PRO-68K" を 使う の に 必要 な 機器 、 シ ステ ム デ ィ ス ク の 複写 な ど を 解説 し て 
いま す 。 


第 2 章 使っ て みよ う (急い で 使い た い 場 合 に 読む と ころ ) 
実際 の 使い 方 を 、『 日 経 M I X』 と いう 実在 の 商用 サー ビス を 例 に 解説 し て あり ます 。 解説 
の 方 法 は 「 マ ニュ アル 操作 で 使っ て みる 」 で 基本 的 な 操作 方 法 を 、「 自 動 実 行 プ ログ ラム を 使 
っ て みる 」 で サン プル と し て 添付 され て いる 通信 プロ グラ ム の 変更 方 法 を 説明 し て いま す 。 
ここ で 説明 し て いる の は 、"Communication PRO-68K" の 一 部 の 機能 で す 。 取り あえ ず 使 い 方 
を 知る た め に お 読み くだ さい 。 詳し い 説 明 は 、 第 3 章 と 第 4 章 に あり ます 。 


第 3 章 ファ ンク ショ ン キ ー の 機能 


"Communication PRO-68K" の 機能 を 、3 つの 動作 状態 それ ぞ れ の ファ ンク ショ ン キ ー を 解説 
し で ます 。 


第 4 章 自動 実行 プロ グラ ム 


"Communication PRO-68K" の 特徴 で ある 自動 実行 に つい て 、 自 動 実 行 と は 何 か 、 ど の よう な 
関数 が ある の か を 解説 し て いま す 。 


第 5 章 Q&A 


"Communication PRO-68K" に 関す る こと や 、 パ ソコ ン 通 信 一 般 に つい て 一 問 一 答 形式 で 解説 
し て いま す 。 


【 表 記 上 の 注意 】 本 書 で は 、X68000 の キー ボー ド を 表す の に を 用 いま す 。 た と えば <BREAK> は 、 ブ 
レー クキ ー、<ESC> は エス ケー プ キ ー、<F1> は ファ ンク ショ ン キ ー の 1 番 を 表し ます 。 例外 と し て リ 


ター ン キ ー は 、 リ ター ン キ ー と 表記 し ます 。 二 つの キー を 同時 に 押す の を + で 表し 、<CTRL>+<XF1> は 
<CTRL> と <XF1> キ ー を 同時 に 押す こと を 意味 し ます 。 ま た 画面 上 に 表示 され る 文字 は [] で 表し ます 。 


第 1 章 お 使い いた だ く 前 に 


1.1 必要 な シス テム 


届出 パー ドウ ツウ ェ ア 
2。 ジン トウェア 


1.2 使う 前 の 準備 


第 2 章 使っ て みよ う 


1.2.1. 普段 使う シス テム ディ スク の 作成 
1.2.2. モデ ム の 接続 


2.1 起動 と 終了 


2.1.1 
2。11.2 
2.1.3 
2.11.4 
2.1.5 
2.1.6 


自動 的 に 起動 する に は 

コマ ンド モー ド か ら 起 動 す る に は 
操作 方 法 

中 止 す る に は 

終了 する に は 

画面 の 説明 


2.2 マニ ュ ア ル 操 作 で 使っ て みる 


FPS ES FES ES ES ES ES ES FEO ES ES ES 


< ら co = コ o ぅ > <mn 0 <5 ks5 ルー 


ログ イン する 

漢字 を 送信 する 

スク ロー ルアウ ト し た 画面 を みる 
1 行 ずつ 送 信 す る 
長い メッ セー ジ を 送る 
非常 に 長い メッ セー ジ を 送る 
通信 内 容 を 保存 する 
画面 カラ ー を 切り 替え る 

表示 行 数 を 切り 替え る 


.10 Human68k の コマ ンド を 使う 
.11 電話 を 切る 
.12 終了 する 


2.3 自動 実行 プア ログラム を 使っ て みる 


っ つ コ の > の 〇 の > の > の 〇 > の つ 〇 > 


第 3 章 ファ ンク ショ ン キ ー の 機能 


3.1 “Communication PRO-68K" の 使い 方 


9 ls hl 
9。 1。 信 
3.1.3 
3.1.4 
3.1.5 


"Communication PRO-68K" の 3 つの 動作 状態 
通信 状態 
逆 ス クロ ー ル 状態 


エディ タ 


状態 モニ タ 


3.2 通信 時 の ファ ンク ショ ン キ ー 


トト つう トト つ KO ド OOC FOO ト O つ KO 5E う OO ト つ に OO 愉 OO ト つ OO ト O つ OF つ ) ト つう ト O つ ) ト つ OF うつ) ト つ OO トド つう 


< つら CO - コ の) em 中 5 kO し トー 


co ーー ーー テー テー テー テー テー テー ーー 
つつ < @ ココ oo < SS や の 


く 通 信 F1> 
く 通 信 F2> 
く 通 信 F3> 
く 通 信 F4> 
く 通 信 F5> 
く 通信 F6> 
く 通 信 F7> 
く 通信 F8> 
く 通 信 F9> 
く 通信 F10> 
く 通 信 SHIFT 
く 通 信 SHIFT 
く 通 信 SHIFT 
く 通 信 SHIFT 
く 通 信 SHIFT 
く 通 信 SHIFT 
く 通 信 SHIFT 
く 通 信 SHIFT 
く 通 信 SHIFT 
く 通 信 SHIFT 


中 ディ タタ 
プレ ー ク 
行 入力 

自動 実行 
オー ト タ イ プ 
ログ 開始 

ログ スイ ッ チ 

ログ 削除 
Human68k 

通信 終了 
+F1> 環境 設定 
十 F2> 印刷 

キ R3 少 ダン グ 
+F4> 画面 の 色 
+F5> 画面 行 数 
+F6> Xmod 送 信 
T+F7> Xmod 受 信 
+F8> Tran 送 信 
+F9> Tran 受信 
填 F10> 回 線 切断 


3.3 逆 ス クロ ー ル 時 の ファ ンク ショ ン キ ー 


くく < くう < < ぐう < < <S 


くく CS < < < < <cS 


に 


< 逆 ス クロ ー ル 
く 逆 スク ロー ル 
< 逆 ス クロ ー ル 
< 逆 ス クロ ー ル 
く 逆 スク ロー ル 
ぐ く 送 スク ロー ル 
ぐ 逆 スク ロー ル 


F1> 先頭 行 

F2> 最終 行 

F6> 男 囲 指定 
F7> 転送 

F8> ファ イル 書 込 
F9> 印刷 

F10> 通信 画面 


30 


30 
31 
32 
33 
34 


35 


35 
36 
36 
37 
38 
39 
39 
39 
41 
42 
43 
45 
45 
46 
46 
47 
46 
49 
50 
51 


92 


52 
52 
53 
53 
54 
95 
55 


3.4 エディ タ 起 動 時 の ファ ンク ショ ン キ ー 


3.4.1 エディタ Fl> 先頭 行 
3.4.2 < エディ タ F2> 最終 行 
3.4.3 エディ タ F5> オー ト タ イ プ 
3.4.4 く エ ディタ F7> ファ イル 読込 
3.4.5 こ エ ディタ F8> ファ イル 書 込 
3.4.6 こく エディ タ F9> 印刷 

3.4.7 エディタ F10> 通信 画面 


第 4 章 自動 実 行 ブ プロ グラ ム 


4.1 自動 実行 入門 


4.1.1 自動 実行 機能 は 何 の た め に ある か 
4.1.2 自動 実行 に 必要 な も の 
4.1.8 と りあ え ず 作っ て み ま し ょ う 


4.2 プロ グラ ム の 文法 
4.2.1 プロ グラ ム を 構成 する も の 


4.2.2 関数 
4.2.3 整数 定数 と 文字 列 定数 


4.3 各 関数 の 説明 
443.1 Daudrafe ボー レー ト 設 定 
4.3.2 breaklength ブレ ー ク 信号 の 長 さ を 設定 
4.93.3 charpace 文字 聞 デ ィ レ イ を 設定 
48:4 で oO 画面 の 色 を 設定 
4.3.5 colormode 白地 黒文字 黒地 白 文 字 を 設定 
4.9.6 console 画面 の 行 数 を 設定 
2 da も wbDdif を a デー タ 長 を 設定 
人 88 din er 受信 行末 コー ド の 設定 
939 。 dn IEamji 受信 漢字 コー ド の 設定 
4.3.10 dos コマ ンド を 実行 
4.3.11 echo エコ ー の 有無 を 設定 
4.3.12 find 文字 列 受 信 で ラベ ル に ジャ ンプ 
小 9.3。 ま owet 補 il フロ ー 制 御 の 有 無 を 設定 
4.3.14 getfile 指定 プロ トコ ル で ファ イル 受信 
35s 科 O EoO ジャ ンプ 
4.9.16 hangup 回 線 を 切断 
を を 誰 1mt# 状態 モニ タ 表 示 を 初期 化 
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19 logdelete 記録 中 の 通信 内 容 を 削除 
-20 logopen ログ ファ イル の オー プン 


.22 message 文字 列 の 画面 表示 

23 modem モデ ム の 種類 の 設定 

s24 DaFity パリ ティ ビッ ト を 設定 

-25 pause プロ グラ ム 実 行 の 遅延 

26 quit 終了 

-27 sendbreak ブレー ク 信 号 送 信 

.28 sendfile 指定 プロ トコ ル で ファ イル 送信 
99 se 負 LTf も ct を ri シフ ト 制 御 の 有 無 を 設定 

30 StEopbi も ts スト ッ プ ビ ピット 設定 

31 transLate 受信 文字 コー ド 変 換 

32 transmit 文字 列 送信 

339 type オー ト タ イ プ 

34 txpace 行間 ディ レイ を 設定 

35 up_cr 送信 行末 コー ド 

36 up kan]i 送信 涯 字 コー ド 

37 Waitfor 文字 列 受 信 ま で 待機 

.38 waitquiet 指定 時 間 受 信 お が な く な る の を 待機 


第 5 章 Q&A 


索引 


起動 時 オプ ショ ン と は ? 

使え る モデ ム は ? 

ハー ド デ ィ スク で 使う に は ? 他 の 日 本 語 フ ロン ト プ ロ セッ サ を 使う に は ? 
プリ ンタ を 変更 する に は ? 

エス ケー プシ ー ケ ンス と は ? 

別 の ディ スク 、 デ ィ レ クト リ に ある ファ イル を 指定 する に は ? 

起動 時 に 自動 実行 する に は ? 

付属 し て いる 自動 実行 プロ グラ ム は ? 

「 コ スモ ステ ーション | か ら ア スキ ー フ ァイル を ダウ ン ロ ー ド する に は ? 
Xmodem、TransIt と は ? 

NTT の 第 二 種 パ ケッ ト 交 換 サ ービス (DDX-TP) と は ? 

エス ケー プシ ー ケ ンス を 含む ログ ファ イル を 再 表 示さ せる に は ? 

日 付 、 時 刻 を 合せ る に は ? 


It: 間 是 人 ファ ンク ショ ン キ ー へ の 文字 列 登 録 


21 logswitch 通信 内 容 を 記録 する し な い の 切 り 替 え 
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第 1 草 


お 使い いだく 前 に 


この 章 に は 、"Communication PRO-68K" を 使う た め に 
必要 な シス テム 
シス テム ディ スク の 複製 
に 関す る こと が 書か れ て いま す 。 


1.1 必要 な シス テム 


5 一 ド あ ァ ず 


"Communication PRO-68K" を お 使い 頂く た め に 必要 な ハー ドウ ゥ ウェ ア は 、 次 の と お り で す 。 


・X68000 本 体 

ズブ レイ 

・ モ デム (また は 音響 カプ ラ ) 
・ プ リン タ 


印字 し な い 場合 、 プ リン タ は 必要 あり ませ ん 。 ま た X68000 を 他 の コン ピュ ー タ に 直接 接続 し て 通信 を 
行う 場合 、 モ アム は 必要 あり ませ ん が 、 ク ロス 接続 型 ケ ー ブ ル が 必要 に な り ま す 。 (接続 する コン ピュ ー 
タ に より ケー ブル の 内 容 が 異な り ます 。 例 :X シ リー ズ と 接続 の 場合 は 、CZ-8LM2。 ) 


ロッ Zior77 


"Communication PRO-68K" の シス テム ディ スク に は 、 通 信 を する の に 必要 な ソフ トウ ェ ア が すべ て 入っ 
て いま す 。 た だ し 、 実 際 に 使う 場合 は 、 次 の 「1.2. 使う 前 の 準備 」 に 書か れ て いる 手順 に し た が っ て 、 
ユー ザー ディ スク を 作り 、 そ ちら を お 使い くだ さい 。 


1.2 使う 前 の 準備 


1.2.1. 普段 使う シス テム ディ スク の 作成 ] 


付属 し て いる "Communication PRO-68IK" の シス テム ディ スク は 大 切 に 保存 し 、 通 常 の ご 使用 で は ユー ザ 
ー デ ィ ス ク を お 使い くだ さい 。 ユ ー ザ ー デ ィ ス ク の 作成 方 法 は 次 の と お り で す 。 (以下 の 作業 を 行う と 、 
ユー ザー ディ スク と デー タデ ィ ス ク が 作成 され ます 。) 


未 使用 の ディ スク 2 枚 と 、 そ れ に 貼る ラベ ル 2 枚 を ご 用 意 く だ さい 。 
X68000 の "0" と 書い て ある ディ スク ドラ イブ に "Communication PRO-68K'" の シス テム ディ ス 
ク を 、"1" と 書い て ある ディ スク ドラ イブ に 未 使用 の ディ スク を 入れ て リセ ッ ト ボ タン を 押し 
ます 。 


A> 


と いう 文字 が 画面 に 現れ た ら 


A>MAKENEW 


と タイ プ し リタ ー ン キー を 押し ます 。 後 は 画面 の 指示 に し た が っ て 操作 する と 、 シ ステ ム デ ィ 
スク と デー タデ ィ ス ク が 作成 され ます 。 
作成 し た ユー ザー ディ スク と デー タデ ィ ス ク に は 、 プ ロ テ ク トシ ー ル を 貼ら な いで くだ さい 。 


1.2.2. モデ ム の 接続 


X68000 本 体 と モデ ム を スト レー ト 接 続 型 の RS-232C ケ ー ブ ル で 接続 し ます 。 モ デム に 電話 回 線 と 電話 機 
を 接続 し ます 。 モ デム に は 、 二 つの モジ ュ ラ ー 端 子 が あり ます の で 、 下 図 を 参照 し 間違え な いよ うに 接続 
し て くだ さい 。 


X68000 本 体 


RS-232C 端 子 


RS-232C と ケー ブル 


ゃ 
」 (スト レー ト ) 
V 


第 の 章 


使 つ て みよ う 


この 章 で は 、"Communication PRO-68K" の 起動 と 終了 、 実 際 の 商用 サー ビス へ の アク セス を 例 に し た 具 
体 的 な 操作 方 法 な ど を 解説 し て いま す 。 
操作 方 法 の 解説 は 、 
2.2 マニ ュ ア ル 操 作 で 使っ て みる 
2.3 自動 実行 プロ グラ ム を 使っ て みる 
に 分 か れ て いて 、 
前 者 で は 、"Communication PRO-68K" の 基本 的 な 使い 方 を 、 
後者 で は 、 添 付 さ れ た 自動 実行 プログ ラム を 自分 用 に 変更 する 方 法 を 
解説 し て いま す 。 
この 章 に "Communication PRO-68K" の 持つ すべ て の 機能 が 解説 され て いる わけ で は あり ませ ん 。 マ ニュ 
アル 操作 で 使え る 全て の 機能 を 知る に は 、「 第 3 章 ファ ンク ショ ン キ ー の 機能 」 を お 読み くだ さい 。 ま 
た 、 自 動 実 行 プ ログ ラム の 使い 方 、 作 り 方 、 各 コマ ンド の 説明 は 、「 第 4 章 自動 実行 プロ グラ ム | を お 
読み くだ さ い 。 


グ .1 起動 と 終了 


| 目 動 的 に 起動 する に は | 


「1.3.1. 普段 使う シス テム ディ スク の 作成 」 で 作成 し た ユー ザー ディ スク を "0" と 書い て ある ディ ス 
ク ド ラ イブ に 入れ て リセ ッ ト ボ タン を 押し て くだ さい 。 "Communication PRO-68K" が 自動 的 に 起動 し ます 。 


| 212 コマ ンド モー ド か ら 起 動 す る に は | 


コマ ジン ドラ イジ で 


CPRO 


と ど タ イプ し て リタ ー ン キー を 押し で くさ い 。 


| 操作 方 法 


送信 文字 の 入力 は も ちろ ん 、"Communication PRO-68K" の 機能 を つか う 場 合 も 、 操 作 は キー ボー ド で 行 
いま す 。 マウ ス は 、 使 用 し ませ ん 。 

"Communication PRO-68K" の 持つ 機能 を 利用 する 方 法 は 二 つ あ り 、 一 つ は ファ ンク ショ ン キ ー、 も う 一 
つ は 自動 実行 プロ グラ ム で す 。 

ファ ンク ショ ン キ ー に は 、 オ ン ラ イン で すばやく 利用 で きる よう 各種 の 機能 が 割り 当て られ て いま す 。 

自動 実行 プロ グラ ム は 、 ロ グイ ン の よう な 毎回 必要 な 作業 を 自動 化し て くれ ます 。 


| 2.1.4 中 止 す る に は ] 


*Communication PRO-68K" で は 、 選 択 作業 (ファ イル 名 入力 な ど ) の 取り 消し を <ESC> キ ー で 、 実行 中 の 
機能 (オー ト タ イ プ 、 自 動 実 行 な ど ) の 中 止 を <BREAK> キ ー で 行い ます 。 も し 、 何 か 間違っ た 操作 を し た 
時 は 、<ESC> ま た は <BREAK> キ ー を 押し て みて くだ さい 。 


|zrs 終了 する に は | 


ファ ンク ショ ン キ ー10 番 <F10> [通信 終了 ] を 押し て くだ さい 。 終了 し ます 。 


| > 1.6 画面 の 説明 ] 


"Communication PRO-68K" を 起動 する と 、 下 の よう な 画面 が 表示 され ます 。 画面 各部 を 説明 を し ます 。 


食 通信 画面 (画面 中 央 枠 内 ) 
通信 内 容 を 表示 する 部 分 で す 。 枠 の 大 き さ は 固定 で す が 、 表 示 文 字数 は 、 半 角 文 字 で 横 80 文 字 
x 縦 20 行 、 ま た は 横 80 文 字 x 縦 25 行 分 の 2 種類 を ファ ンク ショ ン キ ー で 選択 する こと が で きま 
す 。 
倫 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー 表 示 (画面 上 部 ) 
"Communication PRO-68K" の 各 機 能 は 、 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー を 押す こと に よっ て 利用 で きま す 。 
各 機 能 は ファ ンク ショ ン キ ー<F1> か ら <F10> に 、 割 り 当 て られ て いま す 。 通信 画面 で は さら に 、 
シフ トキ ー と ファ ンク ショ ン キ ー の 組み 合わ せ た 10 個 の キー に も ぁ る 機能 が 割り 当て られ て いま す 。 
念 状 態 モ ニタ (画面 右 ) 
通信 状態 、 伝 送 デ ー タ 、 デ ィ ス ク 空 き 容量 、 日 付 プ 時 刻 、 接 続 時 間 な ど を 表示 する 部 分 で す 。 
人 日 本 語 フ ロン ト エ ンド 表示 (画面 下 の 色 の 濃い 部 分 ) 
日 本 語 フ ロン ト プ ロ セッ サ の 入力 内 容 、 変 換 結果 、 選 択 肢 等 を 表示 する た め の 部 分 で す 。 


の の. の マニ ユア ル 操 作 で 使 つ て みる 
| 4 ログ イン する 


実在 の パソ コン 通信 サー ビス を 例 に "Communication PRO-68K" の 使い 方 を ご 説明 し ます 。 以下 の 説明 で 
は 、 X68000 に Hayes (ヘイ ズ ) タイ プ の また は 、 シ ャ ー プ の CZ-8TM2 モ デム が 接続 され て いる と いう 前 
提 で 書か れ て いま す 。 も し お 手持 ちの モデ ム が 上 記 以 外 の 場合 は 、 以 下 の 説 明 の 中 で 【 モ デム 】 と 注意 書 
き が あり ます の で 、 そ の 部 分 を モデ ム の 説明 書 を ご 覧 に な っ て 変更 し て くだ さい 。 


アク セス 例 と し て 取り 上 げ る 『 日 経 M I X』 は 、 日 経 マ グロ ウ ヒ ル 社 が 運営 する 有料 の 通信 サー ビス で 
す 。 実際 に アク セス する に は 、 会 員 と な り ID と パス ワー ド を 取得 する 必要 が あり ます が 、 こ こ で 説明 さ 
れ て いる 事 は 、 他 の 通信 サー ビス に アク セス する 時 に も 参考 に な り ま す 。 サ ービス の 種類 に 依存 する 部 分 
は 【 相 手先 】 と 注意 書き が あり ます の で 、 そ の サー ビス の マニ ュ ア ル を ご 覧 に な っ て 変更 し て くだ さい 。 


① "Communication PRO-68K" を 起動 し て くだ さい (「2.1 起動 と 終了 」 参照 ) 。 最初 に 行う 
の は 、 通 信条 件 の 設定 で す 。 
② 画面 が 現れ た ら <SHIFT> を 押し て くだ さい 。 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー の 表示 が 切り 替わり ます 。 


次 に <SHIFT> を 押し た まま 、 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー の 1 番 <F1> [環境 設定 ] を 押し て 下さ い 。 
下図 の よう な [通信 条件 の 表示 変更 ] と いう タイ トル の ウィ ンド ウ が 表示 され ます 。 


通信 条件 の 表示 変更 


300 〇 1200 〇 2400 〇 4800 〇 9600 〇 19200 
8 (007( 

な し 〇 偶数 〇 奇数 

1 O 〇 2 《 が 5 
ヵ 


通信 速度 ⑥⑯/ 
デー タ 長 〇 
スト ッ プ ビ ピット 長 〇 
パリ ティ ) 
シフ ト 制 御 〇 な し 〇 あぁ あり 

フロ ー 制 御 〇 あり 〇 な し 

ロー カル エコ ー 《① な し O 〇 あら 

受信 行末 コー ド 〇 ひび CETFOCR Or 

送信 行末 コー ド 〇 OCR O 〇 CRLFO 〇 rf 

受信 漢字 コー ド 〇 自動 〇 DEc 

送信 漢字 コー ド 〇 自動 〇 OPC O 〇 新 JIS O 旧 JIS 〇 DEc 
文字 聞 デ ィ レ イ (ms) 0 

上 レイ (ms) 0 


③ この ウィ ンド ウゥ で 左 に 書か れ て いる の が 通信 条件 で す 。 そ の 右 に 〇 印 に 続い て 書か れ て い 
る も の が 選択 肢 に な っ て いま す 。 各 選択 肢 の うち 〇 印 に な っ て いる 部 分 が 現在 の 設定 で 、 設 
定 を 変更 する に は 、 上 下 左右 の カー ソル 移動 キー を 使い ます 。 

日 経 M I X の 場合 、 は ほとん どの 通信 条件 は 選択 肢 の 一 番 左 の 項目 に 設定 し て お きま す 。 通 
信 速 度 は 、 こ こ で は 1200 bps で 行う も の と し ます 。 1200 bps に 変更 する に は 、 ま ず 上 下 
矢印 キー で 赤 表 示 部 を [通信 速度 ] の 右 の 列 に 移動 し 、 く >、 < つ > キ ー で 〇 印 が [1200] と 
書か れ た 左 の と ころ に くる よう に し ます 。 CZ-8TM2 の 場合 は 、 さ ら に [送信 行末 コー ド ] を 
[CR/LF] に 設定 し て くだ さい (日 経 M I X 本 来 の [送信 行末 コー ド ] は [CR] で す が 、 CZ- 
8TM2 の 場合 、 相手 に 接続 する まで は [CR/LF] に 設定 し て お く 必 要 が あり ます ) 。 設定 が 終 
了 し た ら リ ター ン キ ー を 押し て くだ さい 。 ウ ィ ン ド ウゥ が 閉じ 、 同 時 に 新しい 通信 条件 に 設定 
され ます 。 

【 相 手先 】 通信 条件 は 、 相 手先 に よっ て 異な り ま す 。 事前 に 相手 先 の マニ ュ ア ル で 確認 し 、 

正しい 設定 を する よう に し て くだ さい 。 設定 が 間違っ て いる と 、 接 続 し て も る 正 し 
く 表 示さ れ ま せん 。 


④ Hayes モデ ム の 場合 は 、 初 期 化す る た め "ATZ" と キー ボー ド か ら 打 ち 込み リタ ー ン キー 
を 押し ます 。 画面 に "OK" と いう 文字 が あら われ た ら 初 期 化 完了 で す 。 何 も 画面 に 現れ な い 
場合 は 、 再 度 "ATZ" と 打ち 込ん で みて くだ さい 。 
CZ-8TM2 の 場合 は 、 コ マン ド が 画面 に 表示 され る よう に "ECH1" と 打ち 込み リタ ー ン キー 
を 押し ます (この 文字 は 画面 に 表示 され ませ ん ) 。 


【 モ デム 】 初期 化 の 方 法 、 コ マン ド は モデ ム の 種類 に 依存 し ます 。Hayes タイ プ で な い 場 合 
は 、 お 手持 ちの モデ ム の マニ ュ ア ル を ご 覧 くだ さい 。 


⑤ 日 経 M I X に 電話 を か け ま す 。 Hayes モデ ム で 回 転 ダ イヤ ル 回 線 を お 使い の 場合 は "ATDP 
03-769-2411" と 、 プ ッシュ 回 線 で は "ATDT03-769-2411" と 打ち 込み リタ ー ン キー を 押し て 
くだ さい 。 CZ-8TM2 の 場合 は "CRN037692411" と 打ち 込み リタ ー ン キー を 押し て くだ さい 。 
Hayes モデ ム の 場合 、 電 話 が つなが り 、 相 手 コ ン ピュ ー タ と 接続 する と "CONNECT 1200" 
と モデ ム か ら の 応答 メッ セー ジ が 表示 され ます 。 (モデ ム の 設定 に よっ て は 単に "CONNECT" 
と し か 表示 し な い 場 合 も あり ます 。) 相手 が 話 中 、 あ る い は な ん ら か の 理由 で 接続 で き な い 
合 、"BUSY" 、"NO ANSWER" 、"NO CARRIER" 、"NO DIALTONE" な どの 表示 が 出 ま す 。 そ の 場合 
は ④ か ら 手 続き を 繰り 返し て くだ さい 。 
CZ-8TM2 の 場合 、 接 続 し た ら 、<SHIFT>+<XF1> キ ー を 押し [環境 設定 ] で [送信 行末 コー ド ] 
を [CR] に 変更 し て くだ さい 。 
CZ-8TM2 の 場合 、 接続 する と 状態 モニ タ に 「 キ ャ リア あり 」 と 表示 され ます 。「 キ ャ リア 
あり ] と 表示 され た ら 、<SHIFT>+<XF1> キ ー を 押し [環境 設定 ] で [送信 行末 コー ド ] を [ 
CR] に 変更 し て 下さ い 。 も し 通信 画面 に "CFIAB"、"CFINT"、"CFICB"、"CFIRT"、"CFIET" な 
どの 表示 が 出 た 時 は 、 相 手 に 接続 で きま せん で し た の で 、 [送信 行末 コー ド ] を 変更 せ ず に 
④ か ら の 手続 き を 繰り 返し て 下さ い 。 
【 モ デム 】 ダイ ヤリ ング の 方 法 や 応答 メッ セー ジ の 種類 は 、 モ デム の 種類 や 設定 状況 で 異な 
り ま す 。 詳し く は 、 お 手持 ちの モデ ム の マニ ュ ア ル を ご 覧 くだ さい 。 
⑥ 所 定 の 手順 で ID と パス ワー ド を 入れ ます 。 日 経 M I X の 場合 、 接 続 する と 


MIX login (enter "mix"): 」 


と 表示 され ます の で 


mix | 


と 入力 し 、 


Name? 


で あな た の ID を 、 


em 四 


で あな た の パス ワー ド を 入れ ます 。 I D、 パ スワ ー ド が 正しく 入力 され る と 、 日 経 MIX は 
一 連 の メッ セー ジ を 表示 し 、 メ イン プロ ンプ ト を 表示 し 、 あ な た か ら コ マン ド か が 入力 待ち に な 
り ま す 。 


【 参 考 】 こ こま で が 日 経 M I X に 接続 する 手順 で す 。 ロ グイ ン す る に は 、 こ の よう な 作業 が 
毎回 必要 に な り 面 倒 で す 。 そ こ で 、 こ の 一 連 の 作業 を 自動 的 に 行う 方 法 が 「2.3 自動 実行 
プロ グラ ム を 使っ て みる | に 書か れ て いま す 。 


2.2.2 漢字 を 送信 する 


漢字 は 、X68000 で 使え る 日 本 語 フ ロン ト プ ロ セッ サ を 利用 し ます 。 標準 で は 、ASK68K が 添付 され て い 
ます 。 


① <CTRL> キ ー を 押し な が ら <XF1> キ ー を 押し て くだ さい 。 画面 の 一 番 下 が 漢字 変換 用 の 領域 
に な り ま す 。 


F9 F10 
n7 削除 Humank68k 通信 終了 


付 時 刻 
88-04-15 
12:43:26 


接続 時 間 


00:15:29 


この 部 分 が 漢字 変換 エリ ア に な り ま す 。 右 に 変換 モー ド が 表示 され ます 


② 漢字 変換 用 エリ ア に 表示 され て いる 文字 列 は 、 ま だ 送信 され て いま せん 。 適切 な 漢字 に 変 
換 し た ら 、 リ ター ン キ ー を 押し て くだ さい 。 送信 され ます 。 


【 注 意 】 日 本 語 フ ロン ト プ ロ セッ サ ASK68K を 使用 中 は 、<F8>、<F9>、<F10> の キー は 、ASK68K の 漢字 
変換 や 辞書 の 変更 に 使わ れ ま す 。 <F8> [n7" 削除 ] 、<F9> [Human68k] 、<F10> [通信 終了 ] な どの 機能 を 


を 使う に は 、 再 び <CTRL> キ ー を 押し な が ら <XF1> キ ー を 押し 、ASK68K を 解除 し て くだ さい 。 ASK68K の 使 
用 方 法 は 、X68000 本 体 付属 の 取扱 説明 書 を 参照 くだ さい 。 


| zz スク ロー ルアウ ト し た 画面 を みる 


メッ セー ジ を いく つか 読む と 、 画 面 は スク ロー ル ア ッ プ し 、 表 示 は 次 々 と 画面 の 上 へ と 消え て いき ます 。 
この 画面 の 上 に スク ロー ル し て し まっ た 内 容 を 見 る た め の 機 能 が 逆 ス クロ ー ル 機能 で す 。 
逆 ス クロ ー ル 機能 を 使う 手順 は 以下 の と お り で す 。 


① 逆 ス クロ ー ル する に は 、< 人 1 キ > キ ー を 押し て くだ さい 。 通信 画面 が 1 行 下 に 下がり ます 。 
( 逆 ス クロ ー ル ) 。 こ の まま 上 矢印 キー を 押し 続け る と 、 画 面 が どん どん 逆 ス クロ ー ル し 、 
画面 の 上 に 消え て いっ た 通信 画面 を 見 る こと が で きま す 。 


⑨ <! > キー を 押し て みて くだ さい 。 画面 が 上 に スク ロー ル ア ッ プ し ます 。 こ の よう に < く 1 >、 
< くせ > キ ー を 使っ て 、 画 面 の 上 に 消え て いっ た 通信 画面 を 自由 に 見 る こと が で きま す 。 


③ <1 >、<! > キー の 上 に ある <ROLL DOWN>/<ROLL UP> キ ー を 押し て みて くだ さい 。 一 度 に 20 
行 ず つ ス クロ ー ル ダウ ンプ スク ロー ル ア ッ プ し ます 。 
この よう に <ROLL DOWN>/<ROLL UP> キ ー は 高速 に スク ロー ル で きま す の で 、 大 き な 移 動 に 
は <ROLL DOWN>、<ROLL UP> キ ー を 、 細 か な 移動 に は < 人 1 >、<!> キ ー を 使う の が 、 効 率 的 で 
す 。 さら に 高速 な 移動 を し た い 時 は 、<SHIFT> キ ー を 使っ て くだ さい 。 < 人 1 >、< リ > キー、 あ 
る い は 、<ROLL DOWN>、<ROLL UP> キ ー を 押し た 後 で <SHIFT> キ ー を 押す と 、 よ り 高 速 に 上 あ 
る い は 下 に スク ロー ル し ます 。 


④ 通信 画面 右 、 状 態 モ ニタ の [通信 状態 ] の 部 分 を 見 て くだ さい 。 [送信 可能 ] 、 [キリ 7 
あり ] な どの 表示 の 下 に 数 字 が 表示 され て いま す 。 こ の 数 字 は 、 何 行 送 ス クロ ー ル し て いる 
か を 示す も の で す 。 例え ば 128 と 表示 され て いる な ら 、 今 画面 に 表示 され て いる 部 分 は 最 
新 の 通信 状態 か ら 128 行 逆 ス クロ ー ル し た と ころ で す 。 


⑤ 通信 画面 上 部 の ファ ンク ショ ン キ ー 表 示 を 見 て くだ さい 。 逆 ス クロ ー ル 状態 に 入る と ファ 
ンク ショ ン キ ー に だ 割り 当て られ て いる 機能 が 、 逆 スク ロー ル 用 に 自動 的 に 切り 替わり ます 。 
この 状態 で 各 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー に 割り 当て られ て いる 機能 は 次 の と お り で す 。 


<F1> [先頭 行 ] ..... 逆 ス クロ ー ル バッ ファ の 先頭 に ジャ ンプ し ます 
<F2> [最終 行 ] .…….. 逆 ス クロ ー ル バッ ファ の 最後 (1 行 逆 ス クロ ー ル し た 状態 ) 
人 ジャ ジグ し ます 


<F6> [範囲 指定 ] ... <F7>、 <F8>、<F9> で 対象 と する 範囲 の 開始 行 を 指定 し ます 。 
2 度 押 す と 範囲 指定 の 開始 が 解除 され ます 。 

<R2 [転送 ] ....。.. <F6> で 開始 行 を 、 く 1 >、 く < >、<ROLL DOWN>、<ROLL UP> キ ー 
で 範囲 を 指定 し た 後 、 こ の キー を 押す と 、 指 定 範囲 が エディ 
タ の カー ソル 位置 に 転送 され ます 。 


<F8> [77 伺 書 込 ] ... <F6> で 開始 行 を 、<1 >、 く <J >、<ROLL DOWN>、<ROLL UP> キ ー 
で 範囲 を 指定 し た あと 、 こ の キー を 押す と 、 指 定 範囲 を ファ 
イル に 保存 し ます 。 フ ァイル 名 を 入力 する ウィ ンド ウ が 表示 
され ます の で 、 フ ァイル 名 を 指定 し て くだ さい 。 

<F9> [印刷 ] .……... <F6> で 開始 行 を 、 く 1 >、<\ >、<ROLL DOWN>、<ROLL UP> キ ー 
で 範囲 を 指定 し た 後 、 こ の キー を 押す と 、 指 定 範囲 が 印刷 さ 
れ ま す 。 

<F10> [通信 画面 ] .. 逆 ス クロ ー ル を 抜け 通信 画面 に 戻り ます 。 


各 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー の 詳し い 説 明 は 「3.3 逆 ス クロ ー ル 時 の ファ ンク ショ ン キ ー」 の 
項 を ご 覧 くだ さい 。 


⑥⑯⑥ ファンクション キ ー の 10 番 <F10> [通信 画面 ] の 他 、<ESC> キ ー、 リ ター ン キ ー の いずれ を 
押し て も 、 逆 スク ロー ル か ら 通 信 画 面 に 戻り ます 。 


も 7 次 


レッ クト 


【 参 考 】 "Communication PRO-68K" で は 、 逆 スク ロー ル で きる 範囲 に 限界 が あり ます 。 標準 設定 で は 
過去 1000 行 分 の 内 容 を 逆 ス クロ ー ル で 見 る こと が で きま す 。 こ の 範囲 を 超え た 内 容 を 見 る こと は で き 


ませ ん 。 た だ し 、 メ モリ ー の 許す 範囲 で 、 逆 スク ロー ル す る 範囲 を 拡張 する こと は で きま す 。 逆 ス ク 
ロー ル 男 囲 を 拡張 する 方 法 は 「 第 5 章 Q&A」 の 「 起 動 時 オプ ショ ン と は ? 」 の 項 を ご 覧 くだ さい 。 


2.2.4 1 行 ず つ 送 信 す る 


パソ コン 通信 サー ビス で は 、 い っ た ん 送信 し た 文字 は <1 >、 く ! >、 <ー>、 < っ > な ど キ ー を 使っ て 修正 す 
る こと が で きま せん 。 多く の 場合 、<BS> キ ー で 修正 し た い 所 まで 文字 列 を 後退 削除 し て 改め て 書き 直す よ 
うに な り ま す 。 (サー ビス と 通信 ソフ ト の 組み 合わ せ に よっ て は 、 く < >、 く 1 >、 < 一 >、 < っ > キー が 使用 可 
能 な 場合 も あり ます ) 。 

この 面倒 な 修正 作業 を 、 少 し で も 減ら そう と し て 作ら れ た の が 、 行 入力 機能 で す 。 

行 入力 機能 を 使い 、1 行 ずつ 編集 し て か ら 送 信 す る 手順 は 以下 の と お り で す 。 


④ 行 入 力 モ ー ド に 入る に は 、 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー の 3 番 <F3> [ 行 入力 ] を 押し て くだ さい 。 
通信 画面 の 下 に 横 に 長い ウィ ンド ウ が 表示 され ます 。 こ こ が 行 入力 ウィ ンド ウ で す 。 


n7 削除 IIumank68k 通 人 


送信 可能 
*r リ 7 あり 
0 


自 付 時 序 
88-04-15 
12:43:26 


接続 時 間 


| この 部 分 に いっ た ん 文字 が 入り ます 。 編集 し た ら リ ター ン で 送信 され ます 。 っ 


⑫ 行 入 力 モ ー ド に 入る と 、 そ れ ま で 1 文字 ずつ 送信 され て いた 文字 は 、 い っ た ん この ウィ ン 
ドウ 内 に 書き 込ま れ ま す 。 こ の ウィ ンド ウ 内 で は 、 < 一 >、.< つ >、<DEL>、<BS> な どの キー を 
使っ て 編集 する 事 が で きま す 。 編集 が 終わ り 、 実際 に 送信 する に は リタ ー ン キー を 押し て く 
だ さい 。 

行 入力 ウィ ンド ウ 内 に 書き 込め る 文字 数 は 、 半 角 文 字 で 80 文 字 、 全 角 文 字 で 40 文 字 ま で で 
す 。 行 入 力 ウ ィ ン ド ウ を 閉じ る に は 、 も う 一 度 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー の 3 番 <F3> [ 行 入力 ] を 
押し て くだ さい 。 

行 入 力 ウ ィ ン ド ウゥ の 持つ 他 の 機能 を 知る に は 、「3.2.3 < 通信 F3> 行 入力 」 を お 読 
みく だ さい 。 

まとまっ た 長 さ の メッ セー ジ を 書く 時 は 、 行 入力 機能 を 使う より 、 次 に 説明 する エディ 
タ を 使う の が 便利 で す 。 


| > 2.5 長い メッ セー ジ を 送る 


まとまっ た 長 さ の メッ セー ジ や メー ル や を 書く 場合 は 、"Communication PRO-68K" に 内 蔵 さ きれ た エディ 
タ で 文面 を 作成 し 送信 する の が 便利 で す 。 エ ディ タ で 文面 を 作成 し 、 送信 する 手順 は 以下 の ひと お り で す 。 


① エディ タ に 入る に は 、 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー の 1 番 <F1> [エディ タ ] を 押し ます 。 通信 画面 
の 上 半分 ほど に ウィ ンド ウ が 表示 され ます 。 こ れ が エディ タ の ウィ ンド ウ で す 。 ウィ ンド ウ 
が 開か れる と 同時 に ファ ンク ショ ン キ ー に 割り 当て られ て いる 機能 が 、 エ ディ タ 用 に 目 動 的 
に 切り 替わり ます 。 


7 で 
7 化 書 込 7 侯 読 込 


1 0 了 が デ ッ ケ ゼ je 1 
大 き さ は 、80xX8 で す 。!\ 
ファ ンク ショ ン キ ー の 表示 が 切り 換 わ っ て いる の に 注意 し て 下さ い 。 ! 


2 


寺 ら 
<ー 
大 
ピー 


88-04-15 


12:43:26 
接続 時 間 
00:15:29 


エディ タ の ウィ ンド ウゥ が 開か れる と 、 キ ー ボ ー ド か ら 入 力 さ れる 文字 は 全て エディ タ へ の 
書き 込み と な り 、 送 信 さ れ ま せん 。 (エディ タ 内 の 文章 を 送信 する 方 法 は 、④ に 書か れ て い 
ます 。) 回 線上 に 何 か 送 信 す る に は エディ タ の ウィ ンド ウゥ を 閉じ 通信 状態 に 戻る 必要 が あり 
ます 。 通信 状態 に 戻る に は 、 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー の 10 番 <F10> [通信 画面 ] を 押し て くだ さ 
い 。 (エディ タ に 入っ た り 出 た りす る 機能 は 、<HOME> キ ー に も 割り 当て られ て いま す 。) 

エディ タ に 入っ て いる 時 も 、 受 信 デ ー タ が あれ ば エディ タ の 下 に 残っ て いる 通信 画面 に 表 
示さ れ ま す 。 


⑨② エディ タ は 、 他 の エディ タ や ワー プロ 同 様 <->、 < っ >、 く 人 1 >、 く < くす >、< く ROLL DOWN>、<ROLL 
UP> キ ー を 使っ て 移動 編集 する 事 が で きま す 。 漢字 を 入力 する に は <CTRL> キ ー を 押し な が ら 
<XF1> キ ー を 押し て くだ さい 。 画面 の 一 番 下 が 漢字 変換 用 の 領域 に な り ま す 。 


③ エディ タ 時 に ファ ンク ショ ン キ ー に 割り 当て られ て いる 機能 は 、 以 下 の と お り で す 。 


<P1> [先頭 行 」 ..,,. ファ イル の 先頭 に ジャ ンプ し ます 
<F2> [最終 行 ] ..….. ファ イル の 終わ り に ジャ ンプ し ます 
<F5> [本 7 ] ..…… エディ タ 内 の 文章 を 送信 し ます 
<F7> [7? 伯 読込 ] .… カー ソル 位置 に 指定 され た ファ イル の 内 容 を 読み 込み ます 
<F8> [7? 伺 書 込 ] ..… エディ タ 内 の 文章 を ファ イル に 保存 し ます 
<> [ 還 吊 】 .,。..., ェ デ ィ タ 内 の 文章 を 印刷 し ます 
<F10> [通信 画面 ] ..… 通信 画面 に 戻り ます 
各 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー の 詳し い 説明 は 「3.3 エディ タ 時 の ファ ンク ショ ン キ ー」 の 項 を 
ご 覧 くだ さい 。 


⑥ エディ タ 内 の 文章 を 送信 する に は 、 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー の 5 番 <F5> [オト 217' ] を 押し ます 。 
この キー が 押さ れる と た だ ち に エディ タ の 内 容 が 送信 され 始め ます 。 も し 間違っ て この キー 
を 押し た 時 は 、<BREAK> キ ー を 押し て くだ さい 。 送信 が 中 止 さ れ ま す 。 


【 注 意 】 こ の エディ タ で 作成 で きる 文章 の 大 き さ は 、16KB が 上 限 と な っ て いま す 。 これ 以上 大 き な 文 章 
を 作成 、 編 集 す る に は 、 付 属 の ED.X な ど を ご 利用 くだ さい 。 ED. X の 使用 方 法 は 、X68000 本 体 付属 の 
Human68k ユ ー ザ ー ズ マニ ュ ア ル を 参照 くだ さい 。 


| zz 非常 に 長い メッ セー ジ を 送る 


"Communication PRO-68K" の 内 蔵 エ ディ タ の 制限 を 超え る よう な 非常 に 長い メッ セー ジ や メー ル を 送信 
する に は 、 オ ー ト タイ プ 和 機能 を 使い ます 。 (「 オ ー ト タイ プ 」 と いう の は 、 キ ー ボ ー ド か ら タ イプ する 代 
り に ファ イル の 内 容 を 送信 する 機能 で す 。) オー ト タ イ プ す る 手順 は 以下 の と お り で す 。 


④ 事前 に 送信 する ファ イル を 作っ て お いて くだ さい 。 オ ー ト タイ プ 機 能 は ま 、 フ ァイル の 内 容 
を その まま 送り だ し ます の で 、 文 章 中 に コン トロ ー ル コー ド な ど が 入ら な いよ うに する 事 が 
大 切 で す 。 オ ー ト タイ プ す る ファ イル を 作成 する に は X68000 付属 の ED.X の よう な エディ 
タ を 利用 する こと を お 薦め し ます 。 エ ディ タ の 使い 方 は 、 そ れ ぞ れ の マニ ュ ア ル を ご覧 くだ 
さい 。 


② オー ト タ イ プ す る に は 、 通 信 画 面 で ファ ンク ショ ン キ ー の 5 番 <F5> [本 ト 277' ] を 押し ます 。 
下 の よ うな ファ イル 名 入力 ウィ ンド ウ が 表示 され ます 。 


送信 する ファ イル は ? 


ここ で 用 意 し た ファ イル の 名 前 を 入力 し ます 。 フ ァイル 名 を タイ プ し リタ ー ン キー を 押す 
| と ウィ ンド ウゥ ウ が 閉じ 指定 し た ファ イル が 送信 され ます 。 送信 を 中 止 す る に は <BREAK> キ ー を 
| 押し て くだ さい 。 

ファ イル 名 を 忘れ た 時 は 、 単 に リタ ー ン キー を 押し て くだ さい 。 下図 の よう に ウィ ンド ウ 
が 下 に 広がり 、 フ ァイル の 一 覧 が 表示 され ます 。 


TransIt で 送信 する ファ イル は ? 
パス 名 
ファ イル 名 : 


ASK68K 107070 12:00:00 
AUTOEXEC 8 16:25:00 


BEEP 1024 12:00:00 
COMMAND 24736 12:00:00 
CONFIG 202 16 :24:56 
PCMDRV 416 12:00:00 
PRNDRY 1816 12:00:00 
RAMDISK 1816 12:00:00 


一 覧 の 中 に 枠 に 囲ま れ て いる ファ イル 名 が あり ます 。 リ ター ン キ ー を 押す と 、 ウ ィ ン ド ウ 
が 閉じ 、 杏 で 囲ま れ た ファ イル が た だ ち に 送信 され ます 。 他 の ファ イル を 選択 する に は 、 
く 1>、 く <\>、<ROLL DOWN>、<ROLL UP> キ ー で 要 を めざす ファ イル に 移動 し て くだ さい 。 送信 
を 中 止 す る に は <BREAK> キ ー を 押し て くだ さい 。 


/ の 本 CE 


通信 内 容 を 保存 する 


パソ コン 通信 を する に は 電話 代 や サー ビス 料金 な ど が か か り ま す 。 せ っ か く の ア クセ ス で すか ら 、 通 信 
内 容 の うち 必要 な 部 分 を 、 後 か ら 読み 返せ る よう ファ イル に 保存 し て お く の が 便利 で す 。 通 信 内 容 を 保存 
する の に 使う の が ログ 機能 で す 。 (「 ロ グ (log) 」 は 、 本 来 は 航海 日 誌 な ど 表 す 言 葉 で 、 パ ソコ ン 通 信 
で は 、 通 信 内 容 の 記録 を 意味 し ます ) ログ 機能 を 使う 手順 は 以下 の と お り で す 。 


① 最初 に 通信 内 容 を 記録 する ファ イル (ログ ファ イル ) を 指定 し ます 。 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー 
の 6 番 <F6> [ログ 開始 ] を 押す と 、 下 図 の よう な ウィ ンド ウ が 表示 され ます 。 


記 銭 する ファ イル は ? 


パス 名 


ファ イル 名 : 


ここ で 記録 する ファ イル 名 を 入力 し ます 。 フ ァイル 名 を タイ プ し リタ ー ン キー を 押す と ウゥ 
ィ ン ド ウ が 閉じ 、 指 定 し た ファ イル に 記録 され 始め ます 。 

も し 既存 の ファ イル に 記録 する 時 は 、 単 に リタ ー ン キー を 押し て くだ さい 。 下図 の よう に 
ウィ ンド ウゥ が 下 に 広がり 、 フ ァイル の 一 覧 が 表示 され ます 。 


記録 する ファ イル は ? 


ASK68K SYS 107070 87-11-03 12:00:00 | 
AUTOEXEC BAT 8 88-03-18 16:25:00 


BEEP SYS 1024 87-03-15 12:00:00 
COMMAND 24736 87-03-15 12:00:00 
CONFIG 202 88-03-18 16:24:56 
PCMDRYV 416 87-03-15 12:00:00 
PRNDRV 1816 87-03-15 12:00:00 
RAMDISK 1816 87-03-15 12:00:00 


一 覧 の 中 に 枠 に 囲ま れ て いる ファ イル 名 が あり ます 。 記録 し た い フ ァイル 名 の 所 に <1 >、 
く ! >、< く ROLL DOWN>、<ROLL UP> キ ー を 使っ て 枠 を 移動 し て リタ ー ン キー を 押し て くだ さい 。 


② 通信 内 容 は 、 必要 な 所 を 選択 し て 記録 する 事 が で きま す 。 そ の 選択 に 使う の が ファ ンク シ 
ョ ン キ ー の 7? 番 <F7> [が 24? 旭 で す 。 この キー は 押さ れる 度 に [記録 する ] 、 [記録 し な い ] 
と いう 2 つの 状態 を 交互 に 繰り 返し ます 。 

現在 、 ど ちら の 状態 に ある の か を 知る に は 通信 画面 右 の 状態 モニ タ の [空き 容量 ] の 下 
の 数 値 が どの よう に 表示 され て いる か で 分 り ま す 。 表示 が 、 


・ 記 録 し て いる と き .....……..……. 黒地 に 白 文 字 で 表示 
生じ て な KO き 。、。、。。。。。。 灰色 地 に 黒文字 で 表示 
され て いま す 。 


③ 記録 中 の 通信 内 容 が 不要 な 時 に は 、 そ の 内 容 を 削除 する こと が で きま す 。 記録 中 の 内 容 を 
削除 する に は ファ ンク ショ ン キ ー の 8 番 <F8> [n》" 削除 ] を 使い ます 。 こ の キー を 押す と 


現在 の ログ を 削除 し ます 


削除 し ます か ? 


と 本 当 に 削除 し て 良い か どう か を 確認 する ウィ ンド ゥ が 表示 され ます 。 削除 する 時 は リタ ー 
ン キ ー を 、 削 除 し な い 時 は <ESC> を 押し ます 。 

この キー で 削除 で きる の は 、 現 在 記録 中 の ログ ファ イル だ け で す 。 以前 記録 し た ログ ファ 
イル を 削除 する に は 、Human68k の DEL コマ ンド で 削除 する か 、 ビ ジュ アル シェ ル で ファ イ 
ル を ご み 箱 アイ コン に 捨て て くだ さい 。 


④ 記録 中 の ログ ファ イル を 保存 する 場合 、 ま た は 別 の ファ イル に ログ を と り た い 場 合 は 、 
も う 一 度 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー の 6 番 <F6> [ログ 開始 ] を 押し ます 。 


現在 の ログ を 保存 し ます 


保存 し ます か ? 


と 現在 記録 中 の ログ を 保存 する か どう か 聞い て きま す の で 、 保 存する 場合 は リタ ー ン キ ー を 
押し て くだ さい 。 記録 中 の ファ イル が セー プ ブ さ れ ま す 。 


| zzs 画面 カラ ー を 切り 替え る 


パソ コン 通信 サー ビス に よっ て は 、 カ ラー の 文字 を 送っ て くる も の が あり ます 。 "Communication PRO- 
68K" は 、 標 準 設 定 で は 白地 に 黒文字 で 表示 し て いま す が 、 カ ラー 文字 な ど を 表示 する た め に 、 も う 一 つの 
画面 カラ ー が 用 意 さ れ て いま す 。 画面 カ ラー を 切り 替え る 手順 は 以下 の と お り で す 。 


① 画面 カラ ー を 切り 替え る に は 、<SHIFT> キ ー を 押し な が ら フ ァ ン クシ ョ ン キ ー の 4 番 <F4> 
[画面 の 色 ] を 押し て くだ さい 。 画面 の 色 が 瞬時 に 切り 替わり ます 。 こ の キー は 押さ れる た 
びに 、2 種 類 の 画面 カラ ー を 交互 に 切り 替え る よう に な っ て いま す 。 


【 参 考 】 黒地 に 白 文 字 で 表示 する 画面 は 、 文 字 属 性 や 画面 制御 を 行う エス ケー プシ ー ケ ンス を 評価 し て 
画面 に 表示 し て いま す (ANSI タ ー ミ ナル モー ド の 画面 ) 。 接続 する 相手 が 、 エ スケ ー プ シー ケン ス を 送 
っ て くる 場合 は 、 端 末 の 種類 を VT-100 また は ANSI に 設定 し て この 表示 モー ド を 選択 し て くだ さい 。 
"Communication PRO-68K" が サポ ー ト し て いる エス ケー プシ ー ケ ンス の 種類 は 、「 第 5 章 Q&Al」 の 
「 エ スケ ー プ シー ケン ス と は ?」 の ペー ジ を ご らん くだ さい 。 


2.2.9 表示 行 数 を 切り 替え る 


"Communication PRO-68K" で は 、20 行 と 25 行 の 二 つ の 表示 行 数 を 選択 する こと が で きま す 。 標準 設定 で 
は 、 漢 字 が 読み や すい 20 行 表示 に な っ て いま す 。 英語 で す と 25 行 表示 で も 十分 読め あま す の で 、 表 示 量 の 
多い 25 行 表示 を 選択 し て くだ さい 。 ま た 、 コ ンピュータ の 端末 と し て 接続 する 時 な ど 25 行 に 設定 し な けれ 
ば な ら な い 時 も あり ます 。 表示 行 数 を 切り 替え る 手順 は 以下 の と お り で す 。 


① 表示 行 数 を 切り 替え る に は 、<SHIFT> を 押し な が ら フ ァ ン クシ ョ ン キ ー の 5 番 <F5> [画面 行 
数 ] を 押し て くだ さい 。 画面 の 行 数 が 瞬時 に 切り 替わり ます 。 こ の キー は 押さ れる た びに 、 
2 種類 の 画面 行 数 を 交互 に 切り 替え る よう に な っ て いま す 。 


認 10 Human68k の コマ ンド を 使う 


パソ コン 通信 に 慣れ て くる と 、 通 信 中 に 、 不要 な ファ イル を 削除 や 、 送 信 す る ファ イル の 圧縮 な どの 作 
業 が 必要 に な っ て きま す 。 そ の よう な 時 に 使う の が 子 プ ロ セ ス 機 能 で す 。 "Communication PRO-68K" で は 、 
目 分 自身 を 終了 し な く て も 、Human68k の コマ ンド を 実行 する こと が で きま す 。 "Communication PRO-68K" 
か ら Human68k の コマ ンド を 使う 手順 は 以下 の と お り で す 。 


① Human68k の コマ ンド を 使う た め に は 、 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー の 9 番 <F9> [Human68k] を 押し 
ます 。 こ の キー が 押さ れる と 、 画 面 に 


Human68k の コマ ンド を 実行 し ます 


と 表示 され ます の で 、 コ マン ド を タイ プ し て リタ ー ン キー を 押し て くだ さい 。 こ こ で コマ ン 
ド を 指定 せ ず に 単に リタ ー ン キー を 押す と COMMAND.X が 起動 し ます 。 起動 し な いと き は 、 
<ESC> キ ー を 押し ます 。 


| 2.2.11 電話 を 切る 


いく つも の パソ コン 通信 サー ビス を 連続 し て 利用 する 場合 、"Communication PRO-68K" は 終了 し た く な 
い が 、 電話 は 切り た いと いう 事 が あり ます 。 そ の よう な 時 は 、 以 下 の 手 順 で 電話 を 切っ て くだ さい 。 


① <SHIFT> を 押し な が ら 、 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー の 10 番 <F10> [回 線 切断 ] を 押し ます 。 こ の 
キー が 押さ れる と 、 画 面 に 


受信 キャ リア が あり ます 


回 線 を 切り ます か ? 


と 本 当 に 電話 を 切っ て 良い か どう か を 確認 する ウィ ンド ウゥ が 表示 され ます 。 電話 を 切る 時 は 
リタ ー ン キー を 、 切 ら な い 時 は <ESC> キ ー を 押し ます 。 


2.2. 12 王 まる 


以上 で 、 良 く 使 う 機能 の 説明 を 終わ り ま す 。 こ の 他 に も Xmodem や TransIt 機能 を 使っ た ファ イル 転 
送 な ど 、 他 に も パソ コン 通信 を する 上 で 重要 な 機能 が あり ます が 、 詳 し く は 「 第 3 章 操作 方 法 」 の 項 を 
ご 覧 くだ さい 。"Communication PRO-68K" を 終了 する 手順 は 以下 の と お り で す 。 


① ファ ンク ショ ン キ ー の 10 番 <F10> [通信 終了 ] を 押す と 終了 し ます 。 も し 受信 キャ リア が ある 
時 に この キー が 押さ れる と 、 画 面 に 


受信 キャ リア が あり ます 


終了 し ます か ? 


本 当 に 終了 し て 良い か どう か を 確認 する ウィ ンド ウゥ が 表示 され ます 。 終了 する と き は リタ ー 
ン を 、 終 了 し な い 時 は <ESC> キ ー を 押し ます 。 
この 時 、 記 録 中 の ログ ファ イル が あれ ば 自動 的 に 保存 し て 通信 を 終了 し ます 。 


た 日 よう な に も し な か > た 6 
まく だ も. 


2.3 自動 実行 プロ ブラ ム を 使っ つて みる 


パソ コン 通信 で は 、 ロ グイ ン の よう に 毎回 決ま っ た 作業 を する 部 分 が あり ます 。 この よう な 定型 作業 を 
目 動 化し て くれ る の が 、 自 動 実 行 プ ログ ラム で す 。 

"Communication PRO-68K" に は 、 主 な 商用 サー ビス に ログ イン する た め の 自 動 実行 の サン プル プロ グラ 
ム が 付属 し て お り 、 ID や パス ワー ド 等 を 修正 を すれ ば 、 あ な た 用 の 自動 実行 プロ グラ ム に する こと が で 
きま す 。 

以下 に 、 そ の 修正 の 仕方 、 利用 の 手順 を 説明 し ます の で 、 参 考 に し て くだ さい 。 


① 最初 に 、 ア クセ ス し た い サ ービス へ ヘ ロ グ イン する サン プル プロ グラ ム が ある か どう か を 調 
べ ま す 。 ど の よう な サン プル プロ グラ ム が 付属 し て いる か は 、「 第 5 章 Q&A」 の 「 付 属 
し て いる 自動 実行 プロ グラ ム の サン プル は ? | の 項 を ご らん くだ さい 。 
ここ で は 例 と し て 日 経 M I X に Hayes タイ プ の モデ ム を 使い 1200 bps で ログ イン する 
プロ グラ ム "mix12.u” を 修正 し て み ま す 。 


③ "mix12.u を 内 蔵 の エディ タ で 修正 し ます 。 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー の 1] 番 <F1> [ディ 9 ] を 
押し 、 エ ディ タ の ウィ ンド ウゥ を 開い て くだ さい 。 


〈④: エディ タ の ウィ ンド ウ を 開い た ら 、 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー の 7 番 <F7> [7 ヵ 作 読込 ] を 押し 、 
"mix12.u′” を 指定 し エディ タ 内 に 読み 込み ます 。 


読み 込む ファ イル は ? 


⑤ 読み 込ん だ ら フ ァ ン クシ ョ ン キ ー の 2 番 [F2 最終 行 ] を 押し て くだ さい 。 画面 に 次 の よ 
うに 表示 され ます 。 


ニッ ク ネ ー ム 送信 : 
transmit("YOUR IDYr"): /* 衣 あ な た の ID に 直す 放 */ 
waitfor("Password:") : 
transmit("YOUR_PWDYr'"): /* 衣 あ な た の パス ワー ド に 直す 衣 */ 
message("\a') : /* ベル を 鳴ら す */ 


message("\rYnYrYn 《 日 経 MIX に 1 200 ボ ー で ログ イン し まし た )》 WrYn"): 


終わ り : 


⑥ "transmit" に た 続く "YOUR_ID" と "YOUR_PWD" の 部 分 を 、 あ な た の 日 経 MI X で の ID と 
パス ワー ド に 変更 し ます 。 例え ば ID が "SHARP" で パス ワー ド が “X68000" な ら ば 


ニッ ク ネ ー ム 送信 : 
transmit("SHARPYr") : /* 支 あ な た の ID に 直す 友 */ 
waitfor("Password:") : 
transmit("X68000\r"): /* 衣 あ な た の パス ワー ド に 直す 放 */ 
message("Ya") : /* ベル を 鳴ら す */ 


message("YrYnYrYn《 日 経 MIX に 1200 ボ ー で ログ イン し まし た  》 \rYn"): 


終わ り : 


と 直し ます 。 (この 時 、"SHARP"” や “X68000" に 続く "\r" を 削除 し な いで くだ さい 。) 
この 例 の よう に 付属 し て いる 自動 実行 プロ グラ ム の サン プル で は 、 ID、 パ スワ ー ド 、 
最 寄 の アク セス ポイ ント の 電話 番号 な ど 、 皆 さん が 修正 すべ き 箇 所 に 、 


/* 衣 の OO 〇 〇 〇 OO 〇 〇 に 直す 衣 #/ 


と いう 注意 書き が あり ます の で 、 そ の 部 分 を 修正 し て お 使い くだ さい 。 こ の 例 の 場合 、 修 正 
する の は 2 つ だ け で す が 、 サ ンプ ル に よっ て は それ 以上 変更 する 場合 が あり ます 。 プ ログ ラ 
ム の 中 か ら 放 印 の 部 分 を 捜し て 、 修 正 し て くだ さい 。 


⑦ 修正 し た ら 、 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー の 8 番 <F7> [7 ヵ 伺 書 込 ] を 押し 、 あ な た の 好き な ファ イ 
ル 名 を 入力 し て くだ さい 。 た だ し ファ イル 名 の 最後 の 部 分 (ファ イル 名 の 拡張 子 の 部 分 ) は 、 
"まま ま まま まま ま . 1 の よう に ".u で 終わ る よう に し て くだ さい 。 


書き 込む ファ イル は ? 


も し ファ イル 名 を 指定 し た 時 に [同名 ファ イル が あり ます ] と いう 警告 ウィ ンド ウ が 表示 
され た ら 、<BSC> を 押し 、 こ の 警告 ウィ ンド ウゥ を 閉じ て か ら 、 別 の 名 前 を 指定 し て くだ さい 。 


⑧ ファ ンク ショ ン キ ー の 10 番 <F10> [通信 画面 ] を 押し 、 エ ディ タ の ウィ ンド ウ を 閉じ ます 。 


⑨ 修正 し た プロ グラ ム を 実行 する に は 、 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー の 4 番 <F4> [自動 実行 ] を 押し 
て くだ さい 。 下図 の よう な ウィ ンド ウ が 開き ます 。 


パス 名 


ファ イル 名 : 


ここ で 先程 、 保 存 し た ファ イル 名 を 指定 し リタ ー ン キー を 押す と 、 そ の プロ グラ ム が 実行 
され ます 。 


⑩ プロ グラ ム が 実行 され た 場合 、 状態 モニ タ 部 の 右 下 に [処理 中 ] と 表示 され ます 。 こ れ は 、 
現在 プロ グラ ム の 内 容 を 翻訳 (コン パイ ル ) し て いる 事 を 示し て いま す 。 も し 、 こ の 最 中 に 
プロ グラ ム に エラ ー が あれ ば 、 エ ラー 内 容 を 表示 し て 実行 が 中 断 さ れ ま す 。 エラ ー が 無けれ 
ば プロ グラ ム が 実行 され 、 表 示 が [自動 実行 ] に 変り 、 日 経 MI X に オー トロ グイ ン を 始め 
ます 。 


⑪ プロ グラ ム の 実行 を 中 断 す る に は 、<BREAK> キ ー を 押し て くだ さい 。 


ファ ンク ショ ン キ ー の 機能 


この 章 に は "Communication PRO-68K" の 各 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー に 割り 当て られ て いる 機能 の 説明 を し て 
いま す 。 各 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー の 機能 を 理解 する こと で 、"Communication PRO-68K" を 使い に な すこ と が 
で きま す 。 


3.1 “Communication PRO-68K^ の 使い 方 


39.1.1 “Communication PRO-68K" の 3 つの 動作 状態 


操作 方 法 を 理解 する た め に 、 ま ず 最 初 に 知っ て いた だ きた い の は "Communication PRO-68K" の 3 つっ の 動 
作 状態 で す 。"Communication PRO-68K" に は 、 

・ 通 信 

・ 逆 スク ロー ル 

9 
と いう 3 つの 動作 状態 が あり 、 そ れ ぞ れ の 状態 で は ファ ンク ショ ン キ ー に 別 の 機能 が 割り 当て られ て いま 
す 。 COMMUNICATION PRO-68K" を 使い こなす に は 、 各 ファ ンク ショ ン キ ー に 割り 当て られ た 機能 を 理解 す 


る 必要 が あり ます 。 


"COMMUNICATION PRO-68K" の 3 つの モー ド 


1 , ROLL DOWN 
F1 , HOME F10 , HOME 


F10 , ESC 


3.1.2 通信 状態 


起動 し た 時 の 状態 が 通信 状態 で す 。 通信 状態 で は 、 受 信 し た デー タ は 即座 に 画面 に 表示 され 、 押 され た 
キー の 内 容 は その まま 送信 され ます 。 こ の 状態 で ファ ンク ショ ン キ ー に 割り 当て られ て いる 機能 は 次 の と 
お り で す 。 (個々 の 詳細 説明 は 「3.2 通信 時 の ファ ンク ショ ン キ ー」 を ご 覧 くだ さい 。) 


<F1>、<HOME> | 民 % み 」 
<F2> [プレ ー ク ] 
<F3> [ 行 入力 ] 
<F4> [自動 実行 ] 
<F5> [オー ト タ イ プ ] 
<F6> [ログ 開始 ] 
<F7> [ログ スイ ッ チ ] 
<F8> [ログ 削除 ] 
<F9> [Human68k] 
<F10> [通信 終了 ] 
<SHIFT>+<F1> [環境 設定 ] 
<SHIFT>+<F2> [同時 印刷 ] 
<SHIFT>+<F3> メデ 」 
| <SHIFT>+<F4> [画面 の 色 ] 
| <SHIFT>+<F5> [画面 行 数 ] 
| <SHIFT>+<F6> [Xmod 送 信 ] 
<SHIFT>+<F7> [Xmod 受 信 ] 
<SHIFT>+<F8> [Tran 送 信 ] 
<SHIFT>+<F9> [Tran 受 信 ] 
<SHIFT>+<F10> [回 線 切断 ] 
<SHIFT>+<CTRL>+<F1> て 
<SHIFT>+<CTRL>+<F10> 


エディ タ に 人 る スイ ッ チ で す 
ブレーク 信 号 を 送信 し ます 

行 入力 ノ 直 接 入 力 を 切り 替え ます 

自動 実行 プロ グラ ム を 実行 し ます 

ファ イル を 送信 (オー ト タ イ プ ) し ます 

通信 記録 (ログ ) を 取る ファ イル を 指定 し ます 
通信 記録 を 取る 取ら な い を 切り 替え ます 
記録 中 の 通信 記録 を 削除 し ます 

Human68k の コマ ンド を 実行 し ます 
通信 を 終了 し ます 


通信 条件 を 設定 し ます 

通信 内 容 を 印刷 する プ し な い を 切り 替え ます 
16 進 数 表示 する し な い を 切り 替え ます 
画面 を 表示 カラ ー を 切り 替え ます 

画面 の 行 数 を 25 行 /20 行 で 切り 替え ます 
Xmodem プ ロト コル で ファ イル を 送信 し ます 
Xmodem プ ロト コル で ファ イル を 受信 し ます 
TransIt プロ トコ ル で ファ イル を 送信 し ます 
TransIt プロ コト ル で ファ イル を 受信 し ます 
回 線 を 切断 し ます 


ュー ザー 定義 文字 の 送信 


この 状態 か らく < 人 1 > キー ま た は <ROLL DOWN> キ ー を 押す と 覆 スク ロー ル 状 態 に 入り ます 。 エ ディ タ に 入る 
に は 、 <F1> ま た は <HOME> キ ー を 押し ます 。 


3.1.3 逆 ス クロ ー ル 状態 


通信 状態 で <1 > キー また は <ROLL DOWN> キ ー を 押す と 逆 ス クロ ー ル 状態 に 入り ます 。 この 状態 は 、 す で 
に 画面 上 部 に スク ロー ル し て 画面 外 に 出 た 通信 内 容 を 見 る た め の も の で す 。 こ の 目的 の た め 、 使 える キー 
は ファ ンク ショ ン キ ー や <1>、 く 1! >、<ROLL DOWN>、<ROLL UP> キ ー な ど 一 部 の キー に 限ら ちら れ て いま す 。 

画面 を 上 下 に スク ロー ル し て 内 容 を 見 る た め に は 、< 人 1 >、<J > キー また は <ROLL DOWN>、<ROLL UP> キ ー 
を 使い ます 。 < >、<! > キー で は 、1 行 ずっ 上 下 に スク ロー ル し 、<ROLL DOWN>、<ROLL UP> キ ー で は 一 度 
に 1 画面 分 スク ロー ル し ます 。 逆 スク ロー ル し て いる 時 に 、 画 面 右 の 状態 モニ タ 部 [通信 状態 ] の 3 行 目 に 
逆 ス クロ ー ル 行 数 が 表示 され ます 。 

スク ロー ル し て 見 る こと の で きる 男 囲 は 、 現 在 の 通信 画面 か ら 1000 行 前 まで で す が 、 こ の 範囲 を も っ と 
大 きく する こと も で きま す 。 詳し く は 「5 章 Q&Al」 の 「 起 動 時 オプ ショ ン と は 」 の ペー ジ を ご 覧 くだ さ 


い 。 


逆 ス クロ ー ル 状態 で 各 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー に 割り 当て られ て いる 機能 は 次 の と お り で す 。 (個々 の 詳細 


な 説明 は 、「3.3 


く F1> 
く F2> 
く F3> 
く F4> 
く F5> 
く F6> 
く F7> 
く <F8> 
く F9> 
<F10> 


[先頭 行 ] 
[最終 行 ] 
( 未 使用 ) 

( 未 使用 ) 
( 未 使用 ) 
[範囲 指定 ] 
[転送 ] 

[7 ヵ 侯 書 込 ] 
[印刷 ] 
[通信 画面 ] 


エディ タ 時 の ファ ンク ショ ン キ ー」 を ご 覧 くだ さい 。 ) 


逆 ス クロ ー ル バッ ファ の 先頭 行 に ジャ ンプ し ます 
逆 ス クロ ー ル バッ ファ の 最終 行 に ジャ ンプ し ます 


対象 男 囲 の 開始 行 を 指定 し ます 
対象 男 胃 を ェ デ ィ タ に 転送 し ます 
対象 男 胃 を ファ イル に 書き 込み ます 
対象 男 囲 を 印刷 し ます 

通信 画面 に 戻り ます 


この 状態 か ら <F10>、<BSC> キ ー ま た は 、 リ ター ン キ ー を 押す と 通信 状態 に ちどり ます 。 


3.1.4 エディ タ 


天 


通信 状態 で <F1> キ ー ま た は 、<HOME> キ ー を 押す と 通信 画面 の 上 8 行 分 一 杯 に ウィ ンド ウゥ が 表示 され ます 。 
この 部 分 が エディ タ で す 。 エ ディ タ の ウィ ンド ウゥ が 開く と 、 作 業 は エディ タ 画 面 が 対象 と な り ま す が 、 下 
の 部 分 の 通信 画面 は 、 エ ディ タ で 作業 中 も 受信 デー タ を 画面 に 表示 し ます 。 で すか ら エ ディ タ で 文書 を 作 


成 中 も 常に 通信 状態 を 確認 で きま す 。 


エディ タ で 各 キ ー に 割り 当て られ て いる 機能 は 次 の と お り で す 。 (個々 の 詳細 な 説明 は 「3.4 エディ 
タ 時 の ファ ンク ショ ン キ ー」| を ご 覧 くだ さい 。) 


<F1> [先頭 行 ] 
<F2> [最終 行 ] 
<F3> ( 未 使用 ) 
<F4> ( 未 使用 ) 
<F5> [-M イ 「] 
<F6> ( 未 使用 ) 
<F7> [7 ァ 伺 読込 ] 
<F8> [7? 侯 書 込 ] 
<F9> [印刷 ] 
<F10>、<HOME> [通信 画面 ] 


く ! >、<CTRL>+<X> 

く 人 ト >、<CTRL>+<B> 

く >、<CTRL>+ く S> 

くっ >、<CTRL>+<D> 
<CTRL>+<A> 

<CTRL>+<F> 

<ROLL DOWN>、<CTRL>+<R> 
<ROLL UP> 、<CTRL>+<C> 


く <BS> 

<CTRL>+ く <K> 
<DEL>、<CTRL>+<G> 
<CTRL>+ く <U> 
<CTRL>+<Y> 

<CLR> 

く CTRL>+<N> 


く <CR> 
く <TAB> 
く INS> 
<CTRL>+ く V> 


エディ タ の 先頭 行 に ジャ ンプ し ます 
エディ タ の 最終 行 に ジャ ンプ し ます 


エディ タ の 文書 を オー ト タ イ プ し ます 


カー ソル 位置 に ファ イル を 読み 込み ます 
エディ タ の 文書 を ファ イル に 書き 込み ます 
ェ デ ィ タ の 文書 を 印刷 し ます 

通信 画面 に 戻り ます 


カー ツル を 下 へ 
カー ソル を 上 へ 
カー ソル を 左 へ 
カー ソル を 右 へ 
カー ソル を 1 話 左 へ 
カー ソル を 1 語 右 へ 
前 の 画面 へ 
次 の 画面 へ 


カー ソル の 前 の 文字 を 削除 
カー ソル 位置 か ら 行末 まで 削除 
カー ソル 位置 の 文字 を 削除 
行頭 か ら カ ー ソ ル 位 置 ま で 削除 
カー ソル の 行 を 削除 

ェ デ ィ タ 内 の 文書 を 削除 

カー ソル 位置 に 1 行 挿入 


改行 

挿入 時 : タブ の 挿入 上 書 時 : 次 の タプ ブ ストップ ^ 移 動 
挿 信 上 書き の 切り 替え 

特殊 な 文字 コー ド ( CTRL+@ , CTRL+A ,,,, ) を 入力 する 


3.1.5 状態 モニ タ 


通信 、 逆 スク ロー ル 、 エ ディ タ い ずれ の 状態 で も 、 画 面 の 右 の 状態 モニ タ に は 現在 の 状態 が 表示 され て 
いま す 。 
画面 モー タ の 表示 内 容 は 、 次 の と お り で す 。 


[通信 状態 ] .….… 現在 の 通信 状態 を 示し て いま す 。 

行 目 送信 で きる 状態 か どう か を 表示 し ます 。 

2 行 目 キャ リア の 有無 を 表示 し ます 。 

3 行 目 何 行 送 ス クロ ー ル し て いる か を 表示 し ます 。 通信 状態 で は 0 で す 。 
[伝送 デー タ ] ..….. 送受 信 デ ー タ の 状況 を 示し て いま す 。 

1 行 目 受信 バイ ト 数 を 表示 し ます 。 

2 行 目 受信 行 数 (デリ ミタ 数 ) を 表示 し ます 。 

3 行 目 送信 バイ ト 数 を 表示 し ます 。 

4 行 目 送信 行 数 (デリ ミタ 数 ) を 表示 し ます 。 

5 行 目 受信 し て いる 漢字 コー ド を 表示 し ます 。 
[空き 容量 ] .………… 現在 書き 込み を 行っ て いる ディ スク の 空き 容量 を 示し て いま す 。 


1 行 目 ディ スク の 空き 容量 を キロ バイ ト 単 位 で 表示 し ます 。 
書き 込み 中 は 、 黒 地 に 白 文 字 で 表示 し ます 。 


L 目 付 時 棒 』 ...... 日 付 時 刻 を 示し ます 。 


1 行 目 今日 の 日 付 を 表示 し ます 。 
2 行 目 現在 の 時 刻 を 表示 し ます 。 


[接続 時 間 ] .……..… 最後 に リセ ッ ト さ れ て か ら の 経過 時 間 を 示し ます 。 
な お 自動 実行 中 は 、 こ の 下 に [自動 実行 ] と 表示 され ます 。 


1 行 目 接続 時 間 を 表示 し ます 。 "Communication PRO-68K" 起 動 時 に 一 度 リ セッ 
ト さ れ 、 以 降 の リセ ッ ト は 自動 実行 プロ グラ ム で 行い ます 。 


3.2 通信 時 の ファ ン フ ショ ン キ ー 


< 通信 F1> エディ タ 


3 2. 1 
機能 エディ タ に 入り ます 。 


解 <F1> キ ー を 押す と 通信 画面 の 上 部 8 行 分 の 大 き さ で エディ タ 画 面 が 開き ます 。 こ の 部 分 は スク 
リー ン エ ディ タ に な っ て いま す の で 、 長 い メ ッ セ ー ジ を 作成 、 編集 する こと が で きま す 。 
エディ タ の 使い 方 や 機能 を 知る に は 「3.3 エディ タ の ファ ンク ショ ン キ ー」 を ご 覧 くだ さい 。 


F2 FS F4 F6 F? F8 F9 F10 
先頭 行 最終 行 7 侯 書 込 7? 侯 読込 印刷 通信 画面 
っ の ま 通信 状態 
この 部 分 が エディ タ で す 。 ! 送信 可能 
大 き さ は 、80X8 で す 。! tv7 あ り 
ファ ンク ショ ン キ ー の 表示 が 切り 換 わ っ て いる の に 注意 し て 下さ い 。 ! 0 


接続 持 間 
00:15:29 


く 通信 F2> ブレ ー ク 


プレ ー ク 信号 を 送信 し ます 。 


<F2> キ ー を 押し て も 、 画 面 上 に は 特別 な 変化 は あり ませ ん 。 し か し 、 通 信 回 線 に は プレ ー ク 


通信 する 相手 に よっ て は 、 通 信 速 度 を 変更 し た りす る た め に ブレ ー ク 信号 を 送る 必要 が あり 


解 説 

信号 が 送り だ され て いま す 。 

ます 。 そ の 場合 は 、 こ の キー を 押し て くだ さい 。 
3.2.9 く 通 信 F3> 行 入力 


機能 


解 謗 


1 行 ずっ 編集 し て 送信 で きる 状態 ( 行 入力 モー ド ) に な り ます 。 


<F3> キ ー を 押す と 通信 画面 の 下 に 1 行 分 の 細長 い ウ ィ ン ド ウゥ が 開き 行 入力 モー ド な り ま す 。 
この 状態 で 入力 し た 文字 は 、 い っ た ん ウィ ンド ウ に 入り 、<<>、< く >、<DEL>、<BS> な どの 
キー を 使っ て 、 編集 し て か ら 送 信 す る こと が で きま す 。 
間違っ て 行 入力 モー ド に し た 場合 や 通常 の 入力 モー ド に 戻り た い 時 は 、 も う 一 度 <F3> キ ー 
を 押し て くだ さい 。 
編集 し た 内 容 を 送信 する に は 、 
① リタ ー ン キー を 押す 
② <SHIFT> キ ー を 押し な が ら 、 リ ター ン キ ー を 押す 
③ <CTRL> キ ー を 押し な が ら 、 リ ター ン キ ー を 押す 
と いう 3 つの 方 法 が あり ます 。 そ れ ぞ れ 、 
① その まま 送信 する 
② 80 カ ラム 中 、 中央 に 位置 する よう に 調整 し て 送信 する (セン タリ ング 機能 ) 
セン タリ ング と 同時 に 周囲 に 枠 を 付け て 送信 する (タイ トル 機能 ) 
よう に な っ て いま す 。 
この モー ド に は 履歴 機能 ちあ あり 、 そ れ ま で に 送信 し た 行 を 呼び だ し 編集 し て 送信 する こと も 
で きま す 。 記憶 し て いる 男 囲 は 、 空 行 を の ぞ く 過 去 20 行 で す 。 既に 送信 し た 行 を 呼び だ す に は 、 
<CTRL>+<E> (CTRL キ ー と E の キー を 同時 に 押す ) また は <CTRL>+<X%> を 使い ます 。 
(<1 >、 <\> キ ー は 、 行 入力 モー ド で も 逆 ス クロ ー ル に 使わ れ ま す 。) 


夫 < 通信 F4> 自動 実行 


機能 昌 定 され た 自動 実行 プロ グラ ム を 実行 し ます 。 


解説 <F4> キ ー を 押す と ファ イル 名 を 入力 する ウィ ンド ウゥ が 開き ます 。 ここ で 実行 する ファ イル 名 
を 入力 し て リタ ー ン キー を 押し て くだ さい 。 も し ファ イル 名 が 分 ら な い 時 は 、 フ ァイル 名 を 指 
定 せ ず リ ター ン キ ー を 押し て くだ さい 。 プ ログ ラム ファ イル の 一 覧 選択 用 の 画面 が で て きま す 。 
間違っ て この ウィ ンド ウ を 開い た 時 は <ESC> キ ー を 押し て くだ さい 。 ウィン ドウ が 閉じ ます 。 
ここ で ファ イル 名 を 入力 する と その プロ グラ ム が 実行 され ます 。 プ ログ ラム の 実行 を 途中 で 
や め た い 時 に は <BREAK> キ ー を 押し て くだ さい 。 
自動 実行 に 関す る 詳し い 説明 は 、「 第 4 章 自動 実行 プロ グラ ム 」 を 参照 し て くだ さい 。 


終了 また は BREAK 
自動 実行 


F4 PH 居 


自動 実行 する ファ イル は ? | 
Pa | 
es ファ イル 名 を 入力 
ファ イル 名 を 指定 
人 ずり み ー テ 0 
| 自動 実行 する ファ イル は 9 
1 | 1 , 」 , ROLL DOWN , ROLLUP で 


[Lconfig 
eyenell2 
mix12 


238 88-05-15 ] | 2 
ー 29 88-05-15 | 枠 を 移動 しり U が ーー ジン 
88-05-15 | 
mix24 1585 88-05-15 
pcs12 1063 88-05-15 
pcs24 u 1063 88-05-15 
pevan12 u 1052 88-05-15 
了 ル 9-12 m 995 88-05-15 | 


と と と と |= 
ら 
に 3 


| sa く 通信 F5> オー ト タ イ プ 目 
指定 され た ファ イル を 送信 (オー ト タ イ プ ) し ます 。 


解説 <F5> キ ー を 押す と ファ イル 名 を 入力 する ウィ ンド ウゥ が 開き ます 。 ここ で 送信 する ファ イル 名 
を 入力 し リタ ー ン キー を 押し て くだ さい 。 も し ファ イル 名 が 分 ら な い 時 は 、 フ ァイル 名 を 指定 
せ ず リタ ー ン キー を 押し て くだ さい 。 フ ァイル の 一 覧 選択 用 の 画面 が で て きま す 。 間違っ て こ 
の ウィ ンド ウ を 開い た 時 は <ESC> キ ー を 押し て くだ さい 。 ウ ィ ン ド ウ が 閉じ ます 。 
ここ で ファ イル 名 を 入力 する と その ファ イル の 内 容 が 、 キ ー ボ ー ド か ら タ イプ し た の と 同じ 
よう に 送信 (オー ト タ イ プ ) され ます 。 フ ァイル の 送信 を 途中 で や め た い 時 に は <BREAK> キ ー 
を 押し て くだ さい 。 


終了 また は BREAK 


F5 7 ] | ESC 


送信 する ファ イル は ? ] ファ イ ル 名 を 人 入力 
バス 名 
ファ イル 名 
ファ イル 名 を 指定 BS 
相生 サメ ー プ 
| 送信 する ファ イル は ? 
バス 名 
ファ イル 名 : 
| ASK68K " SYS 107070 87-ll-03 12:00:00 
AUTOEXEC BAT 8 88-03-18 16:25:00 
BEEP SYs 1024 87-03-15 12:00:00 人 。 ) ,、 ROLL DOWN 。 ROLL UE で 
COMMAND 24736 87-09-15 12:00:00 
CONFIG SYS 202 88-03-18 16:24:56 1 RS み 
PCMDRV SYS 416 87-03-15 12:00:00 梓 を 移動 し リタ 
PRNDRV SYS 1816 87-03-15 12:00:00 
し MMDISK SYS 1816 87-03-15 12:00:00 


0 D 


く 通信 F6> ログ 開始 


機能 


向 
民 


通信 内 容 を 記録 する ファ イル を 指定 し ます 。 


<F6> キ ー を 押す と ファ イル 名 を 入力 する ウィ ンド ウゥ が 開き ます 。 ここ で 通信 内 容 を 保存 する 
ファ イル (ログ ファ イル ) 名 を 入力 し リタ ー ン キー を 押し て くだ さい 。 フ ァイル を 指定 する と 、 
画面 の [空き 容量 ] 下 の 数 値 が 、 黒 地 に 白 文 字 の 表示 に な り ま す 。 

既存 の ファ イル 名 を 使い た い 時 は 、 フ ァイル 名 を 指定 せ ず 単に リタ ー ン キー を 押し て くだ さ 
い 。 フ ァイル の 一 覧 選択 用 の 画面 が で て きま す 。 既存 の ファ イル と 同じ 名 前 を 入力 する と 、 そ 
の ファ イル に 追加 する か を 聞い て きま す 。 

既に 記録 する ファ イル が 指定 され て いる 時 に 再度 <F6> キ ー を 押す と 、 記 録 由 の ファ イル を 保 
存する か どう か 聞い て きま す 。 保存 する 時 は リタ ー ン キー、 間 違っ て 押し た 時 は <ESC> キ ー を 
押し て くだ さい 。 

記録 中 の ファ イル を 削除 する の は 、 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー の 8 番 <F8> [n2' 削除] で 行い ます 。 


く 通信 F7> ク ログ スイ ッ チ 


9.2.7 
機能 


通信 内 容 を ログ ファ イル に 書き 込む 書き 込ま な い を 選択 し ます 。 


通信 内 容 を 記録 する ファ イル が 指定 され て いる と き <F7> キ ー を 押す と 、 そ の ファ イル に 通 
信 内 容 を 書き 込む / 書 き 込ま な い を 切り 替え を る こと が で きま す 。 こ の キー は 押さ れる た びに 、 
書き 込む ノ 書 き 込 まな い を 切り 替 を える よう (トグル スイ ッ チ ) に な っ て お り 、 必 要 な 部 分 だ け 
を 選択 し て 記録 で きま す 。 ロ グ を と っ て いる 時 は 、 画 面 右 の 状態 モニ タ の [空き 容量 ] の 下 の 


解 説 
数 値 が 黒地 に 白 文 字 で 表示 され ます 。 
| < く 通信 F8> ログ 削除 


機能 


解説 


現在 記録 由 の ログ ファ イル を 削除 し ます 。 


<F9> キ ー を 押す と 、 現 在 記録 由 の ログ ファ イル を 削除 する か どう か を 確認 する ウィ ンド ウゥ が 
開き ます 。 削除 する 場合 は リタ ー ン を 、 削 除 し な い 場 合 は <BSC> キ ー を 押し ます 。 

記録 し て いた 通信 内 容 が 不 必要 な 時 に 使い ます 。 

ログ を 削除 する と 自動 的 に 記録 状態 が 解除 され ます の で 、 再 度 ロ グ を 取る 場合 は 、、 も う 一 度 
ファ ンク ショ ン キ ー の 6 番 [F6 nm 開始 ] キー を 押し て ログ ファ イル を 指定 し て くだ さい 。 


リタ ー ン 


現在 の ログ を 削除 し ます 現在 の ログ を 保存 し ます 
| WW しま すか 7 | すか ? 保存 し ます か ? 


F6 n7 レク 
F8 n2" ms レン ESC 


F7 ロ が 27177 


記録 を と っ て いな い 
F7 n ロ が 219 チ 


F6 n2' 開 始 | ESC 


| 欠 する ファ イル は 9 ] 
> 既存 ファ イル と 
ファ イル 名 重複 ? 
ル 名 を 
ファ イル 名 を 指定 
> - ESC 
9 り ダー ジ リタ ー ン 
| 記録 する ファ イル は ? ESC 
同名 ファ イル が あり ます 
バス 名 
[ASK68K SYS 107070 87-ll-03 12:00:00 
AUTOEXEC BAT 8 88-03-18 16:25:00 
BEEP SVs 1024 87-03-15 12:00:00 
COWMAND X 24796 87-03-15 12:00:00 
CONFIO SWs 202 88-03-18 16:24:56 
PCMDRV SYS 416 7-03-15 12:00:00 1 , \ , ROLL DOWN , ROLL UP で 
PRNDRV SVS 1816 87-03-15 12:00:00 
RAMDISK SWS 1816 87-03-15 12:00:00 枠 を 移動 し り リタ ダテ シ 
ューーー ーー 』 


3.2.9 く 通 信 F9> Human68k 


| | 


機能 | Human68k の コマ ンド を 実行 し ます 。 


解説 <F9> キ ー を 押す と 、Human68k の コマ ンド を 入力 する ウィ ンド ウゥ が 開き ます 。 こ こ で 実行 する 
コマ ンド を 入力 し リタ ー ン キー を 押し て くだ さい 。 コ マン ド を 指定 せ ず に 、 単 に リタ ー ン キー 
を 押す と command.x が 起動 し ます 。 間違っ て この ウィ ンド ウ を 開い た 時 は <ESC> キ ー を 押し て 
くだ さい 。 ウィン ドウ が 閉じ ます 。 
一 度 コ マン ド を 実行 する と 、 次 回 この ウィ ンド ウ を 開い た 時 に 、 そ の コマ ンド が コマ ンド 入 
カカ ウィンド ウゥ に 残っ て いま す 。 


EXIT また は F10 終了 後 リ ター ン 


cOmmand. X 


起動 


F9 mml 区 


Human68k の コマ ンド を 実行 し ます 軸 
コマ ンド 指定 | ュ ェ ンド F: | コマ ンド 入力 
せ ず リタ ー ン 


財 = 


3.2.10 < 通信 F10> 通信 終了 
機能 | "Communication PRO-68K" を 終了 し ます 。 
解説 <F10> キ ー を 押す と 受信 キャ リア の 有る 場合 、 終 了 す る か どう か を 聞い て きま す 。 終了 する 


時 は リタ ー ン キー を 、 終了 し な い 時 は <ESC> キ ー を 押し て くだ さい 。 キ ャ リア が 無い 時 は 、 即 
座 に 終了 し ます 。 い ずれ の 場合 で も 、 記録 中 の ログ ファ イル は 保存 され ます 。 


3.2.11 < 通信 SHIFT 十 F1> 


機能 | 通信 条件 を 設定 し ます 。 


解説 <SHIFT> + <F1> キ ー を 押す と 通信 条件 を 設定 する ウィ ンド ウゥ が 開き ます 。 こ の ウィ ンド ウ 


が 開か れ た 時 表示 し て 


通信 条件 は 、 接 続 する 相手 に よっ て 異な っ て いま す 。 必ず 、 事 前 に 接続 相手 の 通信 条件 を 確 
認 し て 、 正しい 設定 で 接続 し て くだ さい 。 通信 条件 の 変更 は 、 く <1 >、<! >、<<>、 < っ > キー で 
行い 、 設定 を 変更 する 場合 は リタ ー ン キー を 押し て くだ さい 。 変更 し な い 時 は <ESC> キ ー を 押 


し て くだ さい 。 <ESC> キ 


通信 速度 

デー タ 長 

2 デイ 

スト ッ プ ピット 長 
シフ ト 制 御 

フロ ー 制 御 

ロー カル エコ ー 
受信 行末 コー ド 
送信 行末 コー ド 
受信 漢字 コー ド 
送信 漢字 コー ド 
文字 問 ディ レイ (ms) 
行間 ディ レイ (ms) 


C 
C 


(みり けら ひ は OO DO 


環境 設定 


\ る の は 、 現 在 の 条件 設定 で す 。 


ー を 押す と 、 今 、 行 っ た 変更 を 無視 し て 変更 前 の 状態 に 戻り ます 。 


な し 〇 あり 


REFOCR O 〇 LF 
R 〇 CRLFOLF 


自 
自動 〇 OPC 〇 新 JIS 〇 旧 JIS 〇 DEc 


通信 条件 内 容 
通信 速度 bps また は baud (ボー) で 示さ れる 通信 の 速度 。 

接続 相手 の サポ ー ト し て いる 速度 と モデ ム の 速度 で 決ま り ま す 。 
デー タ 長 1 文字 の デー タ を あら わす の に 使わ れる ビッ ト 数 。 


スト ッ プ ビッ ト 長 


パリ ティ 


接続 相手 に よっ て 決ま り 、 8 ビット が 一 般 的 で す 。 

1 文字 の デー タ を 送っ た こと を あら わす の に 使わ れる ビッ ト 長 。 
接続 相手 に よっ て 決ま り 、 1 ビッ ト が 一 般 的 で す 。 
伝送 ェ ラ ー 訂 正 の 方 法 。 

接続 相手 に よっ て 決ま り 、 [なし] が 一 般 的 で す 。 


通信 条件 


内 容 


シフ ト 制 御 


フロ ー 制 御 


ロー カル エコ ー 


受信 行末 コー ド 


送信 行末 コー ド 


受信 漢字 コー ド 


送信 漢字 コー ド 


文字 間 デ ィ レ イ 


行間 ディ レイ 


SI/S0 に よる 制御 を 行う 行わ な い の 選 択 。 

デー タ 長 が 7 ビッ ト の 時 、 半 角 カ タカ ナ な ど 8 ビ ピット デー タ を 送る 時 に 
使わ れ ま す 。 接続 相手 に よっ て 決ま り 、 [な し ] が 一 般 的 で す 。 
送信 の 停止 再開 の 制御 。 

[あり ] に 指定 する と 、 伝 送 デ ー タ が あふ れ そ うに な っ た 時 に 、 受 
信 側 は 送信 側 に 送信 の 停止 を 要求 し 〈Xoff) 、 十 分 な 余裕 が で きた 
時 に 再開 を 要求 し ます 〈Xon) 。 ま た 相手 か ら Xoff が 送ら れ て きた 時 
に は 、Xon が 送ら れ て くる まで 送信 を 中 断 し ます 。 こ の 制御 が 可能 か 
どう か は 、 接 続 相手 に よっ て 決ま り 、 [あり ] が 一 般 的 で す 。 
送信 デー タ を 画面 に 表示 する し な い の 選 択 。 

半 二 重 通 信 の 時 な ど 、 接 続 相手 が こち ら の 送信 し た デー タ を 送り 返 
し て (エコ ー バ ッ ク ) くれ な い 時 に [あり] と 指定 し ます 。 接続 相 
手 に よっ て 決ま り 、 [な し ] が 一 般 的 で す 。 

受信 デー タ の 行 の 終わ り を 示す コー ド の 種類 。 

どの よう な コー ド を 受信 し た ら 、 行 の 終わ り と みな し 、 改行 する か を 
設定 し ます 。 [CR/LF] を 受信 時 の 行末 符号 と する の が 一 般 的 で す 。 
送信 デー タ の 行 の 終わ り を 示す コー ド の 種類 。 

端末 側が リタ ー ン キー を 押し た 時 、 行 の 終わ り を 示す た め に どの よ 
うな コー ド を 送信 する か の 設定 で す 。 [CR] を 送信 時 の 行末 符号 と す 
る の が 一 般 的 で す 。 

受信 する 漢字 コー ド の 判別 方 法 の 設定 。 

本 ソフ ト で は 、DEC 漢字 コー ド 以 外 の MS 漢字 コー ド (シフ ト J IS)、 
P C 漢 字 コ ー ド 、 新 JI S、 旧 J IS 漢字 コー ド は 、 [自動 ] に 設定 
し て お け ば 、 自 動 的 に 判別 し ます 。 

送信 する 漢字 コー ド の 設定 。 

[自動 ] に 設定 し て お く と 、 受 信 し た 漢字 コー ド と 同じ コー ド 体 系 
で 漢字 を 送信 し ます 。 た だ し 、 何 も 漢字 を 受信 し な い 状 態 で 漢字 を 
送信 し よう と する と 、MS 漢 字 コ ー ド (シフ ト J IS) と みな し て 送 
信 し ます の で 、 そ れ 以 外 の 漢字 で 送信 し た い 場 合 は 、 事 前 に 設定 し て 
お いて くだ さい 。 

送信 する 時 の 文字 と 文字 の 間 に 空け る 時 間 の 設定 。 

接続 相手 に よっ て は 送信 する 文字 と 文字 の 間 に 時 間 を お か な いと 受信 
で き な い 場合 が あり ます 。 そ の よう な 時 は 、 こ の 「 文 字 間 ディ レイ ] 
で 文字 間 に 空け る 時 間 を 設定 し ます 。 単位 は 、ms (ミリ 秒 ) 。 

た だ し 、 多 く の 場 合 は 次 ぎの [行間 ディ レイ ] を 設定 すれ ば 解決 し 、 
[文字 聞 デ ィ レ イ ] が 必要 の は 、 ま れ で す 。 

オー ト タ イ プ す る 時 に 、 行 と 行 の 間 に あ け る 時 間 の 設定 。 単位 は 、 ms 
(ミリ 秒 ) 。 


3.2.12 < 通信 SHIFT+F2> 同時 


機能 | 受信 デー タ を 同時 印刷 する プ し な い を 切り 替え ます 。 


解説 <SHIFT>+<F2> キ ー を 押す と 、 受 信 デ ー タ の 印字 を する しない が 切り 替わり ます 。 
この キー は 押さ れる た びに 、 印 字 す る プ し な いで 切り 替え を る よう (トグル スイ ッ チ ) に な っ て 
いま す 。 
な お 通信 速度 が 速い 時 に 印字 を し て いる と 、 プ リン ター の 印字 スピ ー ド が 追い 付か な く な る 
こと が あり ます 。 こ の よう な 場合 は 、 通 信 内 容 を いっ た ん ログ ファ イル と し て 保存 し 、 オ フラ 
イィ ン で 編集 し 、 必 要 な 部 分 だ け 印刷 し た 方 が 効率 的 で す 。 


計 < く 通信 SHIFT 二 F3> ダン プ 」 


受信 デー タ の 表示 を 16 進 数 表示 通常 表 示 に 切り 替え ます 。 


解説 <SHIFT>+<F3> キ ー を 押す と 、 受 信 デ ー タ の 表示 を 16 進 数 表示 通常 表示 で 切り 替え ます 。 
この キー は 押さ れる た びに 、16 進 表示 ノ 通 常 表示 で 切り 替え る よう (トグル スイ ッ チ ) に な っ 
て いま す 。 
16 進 表示 は 、 相 手 が ど の よう な コー ド を 送っ て 来 て いる の か を 調べ る た め の も の で 、 
通信 に 不都合 が 生じ た 時 な ど に 使い ます 。 通常 の 通信 で は 使用 し ませ ん 。 


3.2.14 


四半 | 


く 通信 SHIFT+F4> 画面 の 色 


画面 を 白地 に 黒文字 で 表示 する か 、 黒 地 に 白 文 字 (ANSI タ ー ミ ナル モー ド の 画面 ) で 表示 する 
か を 切り 替え ます 。 


<SHIFT> + <F4> キ ー を 押す と 、 画 面 の 表示 を 白地 に 黒文字 で 表示 する か 、 黒 地 に 白 文字 
(ANSI タ ー ミ ナル モー ド の 画面 ) で 表示 する か を 切り 替え ます 。 

この キー は 押さ れる た びに 、 2 種類 の 画面 表示 を 切り 替え る よう (トグル スイ ッ チ ) に な 
っ て いま す 。 

黒地 に 販 文 字 表 示 (ANSI タ ー ミ ナル モー ド の 画面 ) の 場合 は 、 文 字 属性 や 画面 制御 を 行う ェ 
スケ ー プ シー ケン ス を 評価 し て 画面 に 表示 し ます 。 接続 する 相手 が 、 エ スケ ー プ シー ケン ス を 
送っ て くる 場合 は 、 端 末 の 種類 を VT-100 また は ANSI に 設定 し て 、 こ の 表示 モー ド を 選択 し 
て くだ さい 。 "Communication PRO-68K" が サポ ー ト し て いる エス ケー プシ ー ケ ンス の 種類 は 、 
「 第 5 章 Q&A」 の 「 エ スケ ー プ シー ケン ス と は ? 」 を 参照 し て くだ さい 。 


く < 通信 SHIFT+F5> 画面 行 数 


画面 の 表示 行 数 を 20 行 プ 25 行 に 変更 し ます 。 


<SHIFT>+<F5> キ ー を 押す と 、 画 面 の 表示 行 数 を 20 行 で 表示 する か 、 25 行 で 表示 する か を 
切り 替え ます 。 漢字 を 表示 する 時 の 読み や すさ を 考慮 し て 、 初 期 設 定 で は 20 行 表示 に な っ て い 
ます 。 よ り 多 く 画 面 表示 し た い 時 は 、25 行 表示 に し て くだ さい 。 

この キー は 押さ れる た びに 、 2 種類 の 画面 表示 行 数 を 切り 替え る よう (トグル スイ ッ チ ) 
に な っ て いま す 。 


< く 通 信 SHIFT+F6> Xmod 送 信 


旧 定 され た ファ イル を Xmodem プロ トコ ル て で 送信 し ます 。 


く <SHIFT>+<F6> キ ー を 押す と 、 フ ァイル 名 を 入力 する ウィ ンド ウ が 開き ます 。 ここ で Xmodem 
で 送信 する ファ イル 名 を 入力 し リタ ー ン キー を 押し て くだ さい 。 も し ファ イル 名 が 分 ら な い 時 
は 、 フ ァイル 名 を 指定 せ ず に リタ ー ン キー を 押し て くだ さい 。 フ ァイル の 一 覧 選択 用 の 画面 が 
で て きま す 。 間違っ て この ウィ ンド ウゥ を 開い た 時 は <ESC> キ ー を 押し て くだ さい 。 ウィンド ウ 
が 閉じ ます 。 

Xmodem で 送信 する 時 は 、 相 手 が Xmodem で 受信 で きる 状態 に な っ て いる 時 だ け で す 。 ど の よ 
うな 状態 で Xmodem で 送信 で きる よう に な る か は 、 各 サー ビス の マニ ュ ア ル を ご 覧 くだ さい 。 

ファ イル の 送信 を 途中 で や め た い 時 に は <BREAK> キ ー を 押し て くだ さい 。 


終了 、 和 失敗 また は BREAK 


Shift + F6 Xmod 送 信 | | ESC 


バス 名 


ファ イル 名 : | ウメ 2 イ ル 名 を 入力 


Xmodcm で 送信 する ファ イル は 7 


ファ イル を 指定 
せ ず リタ ー ン | [ww 


Xmodcm て 送信 する ファ イル は 7 


パス 名 

ファ イル 名 : 
ASK6AK  " SYS IO707O 87-I1-03 12:00:00 ] 還 
AUTOEXEC BAT 8 88-03-18 16:25:00 1 ワ M り ROLL DOWN H ROLL UP で 
BEEP 1024 87-03-15 12:00:00 
COMMAND 24736 87-03-15 12:00:00 枠 を 移動 し リ ジン ーー ジジ 
CONFIG 202 88-03-18 16:24:56 
PCMDRV 416 87-03-15 12:00:00 


PRNDRV 1816 87-03-15 12:00:00 
RAMDISK 1816 87-03-15 12:00:00 


く 通 信 SHIFT+F7> Xmod 受 信 


皿 
| 


Xmodem で ファ イル を 受信 し ます 。 


<SHIFT>+<F7> キ ー を 押す と 、 フ ァイル 名 を 入力 する ウィ ンド ウ が 開き ます 。 こ こ で Xmodem 
で 受信 する ファ イル 名 を 入力 し リタ ー ン キー を 押し て くだ さい 。 既存 の ファ イル と 同じ 名 前 を 
入力 する と 、 そ の ファ イル を 削除 し て 受信 し て よい か どう か を 聞い て きま す 。 既存 の ファ イル 
名 を 使い た い 時 は 、 フ ァイル 名 を 指定 せ ず に リタ ー ン キー を 押し て くだ さい 。 フ ァイル の 一 覧 
選択 用 の 画面 が で て きま す 。 間 違っ て この ウィ ンド ウ を 開い た 時 は <ESC> キ ー を 押し て くだ さ 


い 。 ウィン ドウ が 閉じ ます 。 


Xmodem で 受信 する 時 は 、 相 手 が Xmodem で 送信 で きる 状態 に な っ て いる 時 だ け で す 。 ど の よ 
うな 状態 で Xmodem で 受信 で きる よう に な る か は 、 各 サー ビス の マニ ュ ア ル を ご 覧 くだ さい 。 
ファ イル の 受信 を 途中 で や め た い 時 に は <BREAK> キ ー を 押し て くだ さい 。 


Shift + F7 Xmod 受 信 | | BSC 


終了 、 和 失敗 ま た は BREAK 


Xmodem で 受信 する ファ イル は ? 
バス 名 : 
ファ イル 名 : 


ファ イル を 指定 
せ ず リタ ー ン ESC 


Xmodcm で 受信 する ファ イル は ? 


バス 名 
ファ イル 名 : 


L ASK68K SYS 107070 87-』!-03 
BAT 


12:00:00 


AUTOEXEC 88-03-18 
BEEP SYS 1024 87-03-15 
COMMAND X 24736 87-03-15 
CONFIG SYS 202 88-03-18 
FCMDRV SYS 416 87-03-15 
PRNDRV SYS 1816 87-03-15 
RAMDISK SYS 1816 87-03-15 


16:25:00 
12:00:00 
12:00:00 
16:24:56 
12:00:00 
12:00:00 
12:00:00 


| 同名 ファ イル が あり ます | 


人 , } , ROLL DOWN , ROLL UP で 
枠 を 移動 し リタ ー ン 


旭 ダ ー ン 


3.2.18 < 通信 SHIFT+F8> Tran 送 信 


解 記 


指定 され た ファ イル を TransIt プロ トコ ル で 送信 し ます 。 


<SHIFT>+<F8> キ ー を 押す と 、 フ ァイル 名 を 入力 する ウィ ンド ウ が 開き ます 。 ここ で TransIt 
で 送信 する ファ イル 名 を 入力 し リタ ー ン キー を 押し て くだ さい 。 も し ファ イル 名 が 分 ら な い 時 
は 、 フ ァイル 名 を 指定 せ ず に リタ ー ン キー を 押し て くだ さい 。 フ ァイル の 一 覧 選択 用 の 画面 が 
で て きま す 。 

間違っ て この ウィ ンド ウ を 開い た 時 は <ESC> キ ー を 押し て くだ さい 。 ウィン ドウ が 閉じ ます 。 
TransIt で 送信 する 時 は 、 相 手 が TransIt で 受信 で きる 状態 に な っ て いる 時 だ け で す 。 ど の 
よう な 状態 で TransIt で 送信 で きる よう に な る か は 、 各 サー ビス の マニ ュ ア ル を ご 覧 くだ さ 
Ke 


ファ イル の 送信 を 途中 で や め た い 時 に は <BREAK> キ ー を 押し て くだ さい 。 


終了 、 失 敗 ま た は BREAK 


Translt 


Shift +F8 Tam 送信 | ESC 


Translt で 送信 する ファ イル は ? 
バス 名 : 
ファ イル 名 : ツア イ ル 名 を 人 入力 


Gay | 


8 あお り ダーン 0 


Translt で 送信 する ファ イル は 7 


ASK68K SYS 107070 87-Il-03 12:00:00 さき 
AUTOBNEc ROLL DOWN , ROLL UP で 
BEEP SYS 1024 87-03-15 12:00:00 


COMMND X 24736 87-03-15 12:00:00 枠 を 移動 し リタ ー ン 


CONFIG SYS 202 88-03-18 16:24:56 


PCMDRV SYS 416 87-03-15 12:00:00 
PRNDRV SYS 1816 87-03-15 12:00:00 
RAMDISK SYS 1816 87-03-15 12:00:00 


3.2.19 < 通信 SHIFT+F9> Tran 受 信 


機能 | TransIt で ファ イル を 受信 し ます 。 


解説 <SHIFT>+<F9> キ ー を 押す と 、 パ ス 名 を 入力 する ウィ ンド ウ が 開き ます 。 こ こ で TransIt で 
受信 する ファ イル を 保存 する パス 名 を 入力 し リタ ー ン キー を 押し て くだ さい 。TransIt プロ ト 
コル の 場合 、 フ ァイル 名 は 送信 側が 指定 し た も の に な り ま す 。 受信 側 で 指定 する 必要 は あり ま 
せん 。 も し 、 指 定 さ れ た パス に 、 送 信 側 が 指定 し て きた も の と 同名 の ファ イル が あり ます と 、 
既存 の ファ イル は 削除 され ます 。 

TransIt で 受信 する 時 は 、 相 手 が TransIt で 送信 で きる 状態 に な っ て いる 時 だ け で す 。 ど 

の よう な 状態 で TransIt で 受信 で きる よう に な る か は 、 各 サー ビス の マニ ュ ア ル を ご 覧 下さ 
8 


ファ イル の 受信 を 途中 で や め た い 時 に は <BREAK> キ ー を 押し て くだ さい 。 


終了 、 和 失敗 
また は BREAK 


TransIt 


受信 


Shift+F9 ram 相 gy 、 


Translt で 受信 し た ファ イル を 保存 する パス は ? 
バス 名 : 


パス 名 を 入力 


3.2.20 < 通信 SHIFT+F10> 回 線 切 断 


機能 | 通信 回 線 を 切断 し ます 。 


解 <SHIFT>+<F10> キ ー を 押す と 回 線 を 切断 する (電話 を 切る ) か どう か 聞い て きま す 。 切断 す 
ーー る 時 は リタ ー ン キー を 、 切 断 し な い 時 は <ESC> キ ー を 押し て くだ さい 。 回 線 切断 方 法 の 設定 は 、 
modem 関数 を 参照 し て くだ さい 。 


回 線 を 切る 


Shift + F10 上 | lg 


リタ ー ン 


づ . づ 逆 ス クロ ー ル 時 の ファ ン フ ショ ン キ ー 


ER < 逆 ス クロ ー ル F1> 先頭 行 


機能 | 逆 ス クロ ー ル バッ ファ の 先頭 行 に ジャ ンプ し ます 。 


解説 逆 ス クロ ー ル 状態 で <F1> キ ー を 押す と 、 逆 スク ロー ル バ ッ ファ の 先頭 行 に ジャ ンプ し ます 。 
どこ か ら の 通信 内 容 が 逆 ス クロ ー ル バッ ファ に 残っ て いる か を 調べ る 時 な ど に 使い ます 。 


3.3.2 < 逆 ス クロ ー ル F2> 最終 行 


機能 | 逆 ス クロ ー ル バッ ファ の 最終 行 に ジャ ンプ し ます 。 


解説 逆 ス クロ ー ル 状態 で <F2> キ ー を 押す と 、 逆 スク ロー ル バ ッ ファ の 最終 行 に ジャ ンプ し ます 。 
(現在 の 通信 画面 か ら 1 行 逆 スク ロー ル し て いる 状態 に な り ま す 。 ) 


3.3.3 < 逆 ス クロ ー ル F6> 範囲 指定 


機能 | 範囲 指定 の 開始 位置 を 指定 し ます 。 


解説 <F6> キ ー は 、<F7>、<F8>、<F9> キ ー と 組み 合わ せ て 使い ます 。 ま ず 、<F6> キ ー で 男 囲 指定 の 
開始 行 を 指定 し 、 カ ー ソ ル 移 動 キ ー で 範囲 を 決め ます 。 範囲 指定 は 行 単位 で 行い ます 。 
旧 定 範囲 を 、 ど の よう に 扱う か は 次 に 押さ れる の が <F7>、<F8>、<F9> キ ー の いずれ か で 異な 
り ま す 。 <F7> キ ー [転送 ] な ら ば 指定 範 界 が エディ タ の カー ソル 位置 に 転送 され 、<F8> キ ー 
「7? 人 書 込 ] な ら ば 指定 範囲 を ファ イル と し て セー ブ し 、<F9> キ ー な ら ば 指定 範囲 を 印字 し ま 
から 


3.3.4 < 逆 ス クロ ー ル F7> 転送 


機能 | 指定 範 界 を エディ タ の カー ソル 位置 に 転送 し ます 。 


曲目 


解説 <F7> キ ー を 押す と 、<F6> キ ー と 続く カー ソル 移動 <ROLL UP>、<ROLL DOWN> キ ー に よっ て 指定 
され た 範囲 が エディ タ の カー ソル 位置 に 転送 され ます 。 
この 機能 の 目的 は 、 メ ッ セ ー ジ や メー ル の 一 部 を エディ タ に 持っ て いき 、 そ の メッ セー ジ へ 
の 返事 や メー ル へ の 返信 を 書く た め の も の で す 。 


3.3.5 < 逆 ス クロ ー ル F8> ファ イル 書 込 


機能 呈 定 男 陸 を ファ イル に 書き 込み ます 。 


解説 <F6> キ ー と 続く カー ソル 移動 キー に よっ て 指定 され た 範囲 を ファ イル に 書き 込み ます 。 
<F8> キ ー を 押す と ファ イル 名 を 入力 する ウィ ンド ウゥ が 開き ます 。 こ こ で 指定 範囲 を 保存 する 
ファ イル 名 を 入力 し リタ ー ン キー を 押し て くだ さい 。 既存 の ファ イル と 同じ 名 前 を 入力 する と 、 


その ファ イル に 追加 し て 記録 する か どう か を 聞い て きま す 。 


既存 ファ イル 名 を 使い た い 時 は 、 フ ァイル 名 を 指定 せ ず 単に リタ ー ン キー を 押し て くだ さい 。 
ファ イル の 一 覧 選択 用 の 画面 が で て きま す 。 間違っ て この ウィ ンド ウ を 開い た 時 は <ESC> キ ー 


を 押し て くだ さい 。 ウィンドウ が 閉じ ます 。 


逆 ス クロ ー ル 
(F6 男 囲 指定 と 
カー ソル 移動 
で 男 囲 指定 ) 


No 


既存 ファ イル 
ファ イル と 重複 2 


名 を 入力 


F8 77 作 書 込 | | ESC 


Yes 


ファ イル を 指定 


せ ず リタ ー ン ESC ESC 
追加 し ます か 7 | 
に ーー Me し ー 
バス 名 : 
ファ イル 名 : 
ASKe SYS IOO00 9li08 12:00:00 
A0TOEXEC BAT も 88-03-18 16:25:00 
BEEP SYS 1024 87-03-15 12:00:00 
COMMAND X 24736 87-03-15 12:00:00 
CONFIG SYS 202 85-03-18 16:24:55 條 。 ) 、 MOL DOWN 。ROEEL WP で 
PDBY Sys 4H6 87-03-15 12:00:00 
PRNDRV SYS 18l6 80-03-15 12:00:00 柳 を 移動 し リタ ー ン 
80-03-15 12:00:00 


リタ ー ン 


ss < 逆 ス クロ ー ル F9> 印刷 


指定 範囲 を 印字 し ます 。 


解説 <F6> キ ー と 続く カー ソル 移動 キー に よっ て 指定 され た 範囲 を プリ ンタ で 印字 し ます 。 
この 機能 の 目的 は 、 通信 内 容 の 中 で 必要 な 部 分 だ け を 選択 し プリ ンタ で 印字 する た め の も の で 
す 。 


RE < 逆 ス クロ ー ル F10> 通信 画面 


機能 | 逆 ス クロ ー ル 状態 を 抜け 、 通 信 画 面 に 戻り ます 。 


解説 <F10> キ ー を 押す と 、 即 座 に 逆 ス クロ ー ル 状態 か ら 抜け 、 通信 画面 に 戻り ます 。<F10> キ ー の 
他 に 、 リ ター ン キ ー ま た は <ESC> キ ー を 押し て も 同様 に 通信 画面 に 戻り ます 。 


ざ . イ 4 エ デ イ タタ 起 動 時 の ファ ン フ ショ ン キ ー 


間 病 エディタ F1> 先頭 行 


機能 エディ タ の 先頭 行 に ジャ ンプ し ます 。 


解説 ェ デ ィ タ 状態 で 、 <F1> キ ー を 押す と 、 エ ディ タ 内 文書 の 先頭 行 に ジャ ンプ し ます 。 


3.4.2 < く エ ディ タ F2> 最終 行 


機能 エディ タ の 最終 行 に ジャ ンプ し ます 。 


解説 ェ エディ タ 状 態 で 、 <F2> キ ー を 押す と 、 エ ディ タ 内 文書 の 最終 行 に ジャ ンプ し ます 。 


EE ベ エ ディ タ F5> オー ト タ イ プ 
エディ タ の 内 容 を 送信 (オー ト タ イ プ ) し ます 。 


解説 <F5> キ ー を 押す と エディ タ 内 文書 が 、 キ ー ボ ー ド か ら タ イプ し た の と 同じ よう に 送信 (オー 
ト タ イ プ ) され ます 。 フ ァイル の 送信 を 途中 で や め た い 時 に は <BREAK> キ ー を 押し て くだ さい 。 
また 送信 時 に は 、 下 図 の よう に 各行 末 に は 自動 的 に 行末 コー ド が 付加 され て 送信 され ます 。 


エディ タ 内 の 文書 送信 時 の 扱い 


(! : 行末 コー ド ) 


| < エディ タ F7> ファ イル 読込 


カー ソル 位置 に ファ イル の 内 容 を 読み 込み ます (挿入 ) 。 


解説 <F7> キ ー を 押す と 、 カ ー ソ ル の ある 行 に 指定 し た ファ イル の 内 容 が 読み 込ま れ ま す (挿入 ) 。 
<F7> キ ー を 押す と ファ イル 名 を 入力 する ウィ ンド ウ が 開き ます の で 、 こ こ で 読み 込む ファ イ 
ル 名 を 入力 し リタ ー ン キー を 押し て くだ さい 。 も し ファ イル 名 が 分 ら な い 時 は 、 単 に リタ ー ン 
キー を 押し て くだ さい 。 フ ァイル の 一 覧 選択 用 の 画面 が で て きま す 。 間違っ て この ウィ ンド ウゥ 
を 開い た 時 は <ESC> キ ー を 押し て くだ さい 。 ウ ィ ン ド ウ が 閉じ ます 。 
現在 編集 中 の 文書 を 捨て て か ら 、 新 た に ファ イル を 編集 し た い 時 は 、<CLR> キ ー で いっ た ん 
エディ タ 内 の 全文 を 削除 し て か ら <F7> キ ー で 読み 込ん で くだ さい 。 


終了 また は BREAK ウイ 人 
読み 込み 


] ファ イル 名 を 入力 
| 


9 70 | ESC 


読み 込む ファ イル は 9 


バス 名 


ファ イル 名 


ル を 指定 | | ESC 
せ ず リタ ー ン 


読み 込む ファ イル は 2 


107070 87-j-08 12:00:00 1 , 1 , REOLL DOWN , ROLL UP で 


88-03-18 16:25:00 


1024 87-03-15 12:00:00 ヽ 
24736 87-03-15 12:00:00 枠 を 移動 瞳 リ の 


88-03-18 16:24:55 


87-03-15 12:00:00 
87-03-15 12:00:00 
87-03-15 12:00:00 


3.4.5 


< エディ タ F8> ファ イル 書 込 」 


エディ タ の 内 容 を ファ イル に 書き 込み ます 。 


<F8> キ ー を 押す と ファ イル 名 を 入力 する ウィ ンド ウ が 開き ます 。 こ こ で エディ タ の 内 容 を 保 
存する ファ イル 名 を 入力 し リタ ー ン キー を 押し て くだ さい 。 既存 の ファ イル と 同じ 名 前 を 入力 
する と 、 そ の ファ イル に 追加 し て 記録 する か どう か を 聞い て きま す 。 

既存 の ファ イル 名 を 使い た い 時 は 、 フ ァイル 名 を 指定 せ ず 単に リタ ー ン キー を 押し て くだ さ 
い 。 フ ァイル の 一 覧 選択 用 の 画面 が で て きま す 。 間違っ て この ウィ ンド ウ を 開い た 時 は <BSC> 
キー を 押し て くだ さい 。 ウィンド ウゥ が 閉じ ます 。 


終了 また は BREAK 


F8 カ 人 0 書 込 | | pS 


き 込む ファ イル は ? 既存 フ ア イ ル 
2 と 還 複 ? 
名 を 入力 


ファ イル を 指定 
な まり ター ツ ESC 


グー ンジ 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー コ 


同名 ファ イル が あり ます 


同名 ファ 
eees | 


害 き 込む ファ イル は 2 


1O100 iii03 jz00:00 
88-03-18 16:25:00 
1024 8-03-15 12:00:0 
24136 87-03-15 12:00:00 
202 88-03-18 16:24:55 人 リ 。 ROL DOWN , ROLL UP で 
4i5 8-03-15 12:00:00 


IAl6 87-03-15 12:00:00 枠 を 移動 し リタ ー ン 


1816 87-03-15 12:00:00 


-6 < エディ タ F9> 印刷 


| 二 | 


機能 | エディ タ の 内 容 を プリ ンタ で 印字 し ます 。 


解説 <F9> キ ー を 押す と 、 エ ディ タ の 内 容 が プリ ンタ で 印字 され ます 。 


3.4.7 < エディ タ F10> 通信 画面 


機能 | 通信 画面 に 戻り ます 。 


| 
に 3 


<F10> キ ー を 押す と 、 エ ディ タ の ウィ ンド ウ が 閉じ 、 通 信 画 面 に 戻り ます 。 エ ディ タ か ら 通 
信 画 面 に 戻っ て も 、 エ ディ タ の 内 容 は 、"Communication PRO-68K" を 終了 する まで 保存 され て 
いま す 。 
<HOME> キ ー を 押し て も 、<F10> キ ー と 同様 に 通信 画面 に 戻り ます 。 


第 2 章 


自動 実行 プロ ブラム 


この 章 に は "Communication PRO-68K" の 自動 実行 機能 に 関す る 解説 が 書か れ て いま す 。 最初 
に 自動 実行 プロ グラ ム の 入門 。 続 いて 定数 な どの 定義 。 最後 に 各 関数 の 仕様 が 説明 し て あり ま 
す 。 


4.1 自動 実行 入門 


< 自動 実行 機能 は 何 の た め に ある か | 


パソ コン 通信 で は 、 毎 回 決ま っ た 作業 を する 部 分 が あり ます 。 た と えば 、 あ る パソ コン 通信 サー ビス に 
ログ イン する に は 、 ま ず 通 信条 件 の 設定 を 行い 、 モ デム を 初期 化し 、 電話 を か け 、 つ な が っ た ら ID と パ 
スワ ー ド を 入れ る 、 と いっ た 作業 が 毎回 必要 に な り ま す 。 こ の よう な ログ イン な どの 定型 作業 を 自動 的 に 
行う の が 、"Communication PRO-68K" の 自動 実行 機能 の 目的 で す 。 (ログ イン を 自動 的 に 行う こと を 『 オ 
ー ト ログ イン 』 と 呼び ます 。) 

も ちろ ん 自動 実行 プロ グラ ム で で きる こと は オー トロ グイ ン だ け で は あり ませ ん 。 プ ログ ラム の 作り 方 
に よっ て 様々 な こと が で きま す 。 工夫 し だ いで 、 ロ グイ ン か ら ロ グ オ フ ま で の すべ て の 作業 を 自動 的 に 行 
う オ ー ド パイ ロッ ト な ども で きま す 。 償 れ た ら 試 し て みて くだ さい 。 


4.1.2 自動 実行 に 必要 な も の 


自動 実行 を 行う に は 、 ま ず 通 信用 言語 で か か れ た プロ グラ ム フ ァ イル を 用 意 し な けれ ば な り ま せん 。 
"Communication PRO-68K" が 通信 状態 の <F4> [自動 実行 ] で 実行 で きる の は 、 フ ァイル に な っ た プロ グラ 
ム で す 。 付属 し て いる 自動 実行 プロ グラ ム は 、 フ ァイル 名 が 、"mix12.u"、"ascii12.u" の よう に 拡張 子 が 
".U" と な っ て いま す 。 自動 実行 プロ グラ ム 一 覧 機能 は 、 標 準 で は 拡張 子 ". ur の も の を 表示 する よう 設定 さ 
れ て いま す の で 、 サ ンプ ルプ ログ ラム を 修正 し た り 、 新 た に 自動 実行 プロ グラ ム を 作る 場合 、 フ ァイル の 
拡張 子 を ".WW と し て くだ さい 。 


| xrs どの りあ え ず 作っ て み ま し ょ う 


どん な プログ ラム 言語 で も 、 修 得する 最短 の 道 は 、 そ の 言語 で 実際 に プロ グラ ム を 書い て みる こと で す 。 
簡単 な オー トロ グイ ンプ ログ ラム を 作っ て み ま し ょ う 。 ま ず 付 属 の ED.X な どの エディ タ を 使っ て 次 の 1 
行 を 打ち 込み "a.un" と いう ファ イル 名 で 保存 し て くだ さい 。 


message(" 護 これ か ら ポ ネネ ネッ ト に アク セス し ます 誠 \rYn"): 


"Communication PRO-68K" を 起動 し 、<F4> [自動 実行 ] で "a.u' を 実行 し て みて くだ さい 。 通信 画面 に 


廊 これ か ら ネ ネネ ネッ ト に アク セス し ます 旋 


と 表示 され る は ず で す 。 message 関数 は 引数 の 文字 列 定 数 で と "で 囲ま れ た 部 分 を 文字 列 定数 と 呼び ます ) 
を 画面 に 表示 する 関数 で す 。\ の 後に アル ファ ベッ ト や 記号 を 続け る こと に よっ て 、 コ ント ロー ルコ ー ド 
な ご ど を 表す こと が で きま す (コン トロ ー ル コー ド に 関し て は 「4.2.3 整数 定数 と 文字 列 定数 」 の ペー ジ 
を ご らん くだ さい ) 。 ここ で 使っ た Yr と Ym は 、 そ れ ぞ れ 復 帰 、 改行 を 表し て いま す 。 関数 は 、 う し ろ に セ 
ミコ ロン (〈:) を 付け て 文 と し て 使い ます 。 


"a_u" に 通信 条件 を 設定 する 部 分 を 付加 し て み ま し ょ う 。 エディタ で 次 の よう に "a.u に 下 の 5 行 を 加え 
で くだ さい 。 


message(" 放 これ か ら ネ ネネ ネッ ト に アク セス し ます 衣 \rYn'): 


baudrate(1200): 
stopbits(1): 
parity(0): 
databits(8): 
flowctri(1) : | 


L 
下 の 5 行 は い 、 上 か ら 通 信 速 度 を 1200bps、 ス トッ プ ビ ッ ト を 1 ビッ ト 、 パ リティ を な し 、 デ ー タ 長 を 8 ビッ 
ト 、 フ ロー 制御 CXON/XOFF) を 行う よう に 設定 する 関数 で す 。baudrate と databits の 引数 に は 、1200、8、 
と いう 実際 の 数 値 が 入り ます 。 stopbits、parity、flowctr1 の 引数 に は 、0、1 な どの 番号 が 入り 、 その 番 
号 に 対応 する 設定 に な り ま す (それ ぞ れ の 関数 が 、 ど の よう な 引数 を と る か は 「4.3 各 関 数 の 説明 ] を ご 
らん くだ さい ) 。"a.u" を 実行 し 、<SHIFT>+<F1> [通信 条件 ] の ウィ ンド ウ で 通信 条件 が 変っ て いる か を 
確か め て くだ さい 。 ま た 下 5 行 の 引数 を 変え て 実行 し 、 通 信条 件 が 変る の を 確か め て くだ さい 。 
次 に 電話 を か ける 部 分 を 加え ます 。 次 の よう に "a.u' に 下 の 3 行 を 加え て くだ さい 。 


message(" 太 これ か ら ネ ネネ ネッ ト に アク セス し ます 衣 \rYn'): 


baudrate(1200): 
stopbits(1): 
parity(0): 
databits(8): 
flowctr1(1): 


transmit("ATZYr'): 
waitfor("OK"): 
transmit("ATDT 03-***ー* ま まま \T" ) : 


し 


transmit 関 数 は 、 引 数 の 文字 列 定数 を 回 線 に 送り だ す 関 数 で す 。"AT2" は Hayes タイ プ の モデ ム を 初期 
化す る コマ ンド で す 。 waitfor 関 数 は 、 引 数 の 文字 列 定数 を 受信 する まで 待つ 関数 で 、 初期 化 が 終了 し た 
Hayes タ イプ の モデ ム が "OK" と 応答 し て くる の を 待ち ます 。 "OK" を 受信 する と 、 次 の 行 の transmit 関 数 が 
実行 され 、"ATDT……" と 送信 し ます 。 "ATDT" は 続く 番号 に プッ シュ 回 線 で ダイ ヤル する Hayes モ デム の コ 
マン ド で す (回 転 ダ イヤ ル 回 線 の 場合 は 、"ATDP" に な り ま す ) 。 

電話 を か けた 後 は 、 相 手 と 接続 する の を 待ち ます 。Hayes タ イプ の モデ ム は 、 相 手 モデ ム に 接続 する と 
*CONNECT" と いう 応答 を 返し て くる の で 、 こ れ を 待つ よう 次 の waitfor 関 数 を 付け 加え ます 。 


waitfor("CONNECT"): ] 


一 般 的 に 言っ て 、 パ ソコ ン 通 信 サ ービス は 接続 後 、T D と パス ワー ド を 聞い て きま す 。 相 手 が ID や パ 
スワ ー ド を 聞い て きた ら 、 そ れ を 送信 する 部 分 を 加え を て み ま し ょ う 。 ここ で は 、 説 明 の た め 、 相手 は ID 


を "ID2" と 聞い て くる も の と し 、 あ な た は I D で ある "SHARP" を 送信 する も の と し ます 。 同じ く パ スワ ー ド 
を "PASSWORD?" と 聞い て きた ら 、"X68000" と 送信 する と し ます 。 この や り 取 り を waitfor 関 数 と transmit 関 
数 で 表す と 、 次 の 4 行 の よう に な り ま す 。 


waitfor("ID?") : 

transmit("SHARPYr") : 
waitfor("PASSWORD?2") : 
transmit("X68000Yr"): 


これ を "a.u' に 加え る と 次 の よう に な り ま す 。 


| message(" 族 これ か ら ネ ネネ ネッ ト に アク セス し ます 放 \rYn") : 


baudrate(1200): 
stopbits(1) : 
parity(0): 
databits(8): 
flowctr1(1): 


transmit("ATZYr") : 
waitfor("OK"): 
transmit("ATD 03-***ー** ま *%\T” ) : 


waitfor("CONNECT") : 


waitfor("ID?"): 
transmit("SHARPYr") : 
waitfor("PASSWORD?" ) : 
transmit("X68000\r"): 


だ いぶ 、 自 動 実 行 プ ログ ラム らし く な っ て きま し た 。 事実 この プロ グラ ム の 電話 番号 、"ID?"、"SHARP"、 
"PASSWORD?" 、"X68000" な どの 部 分 を 実際 に 即 し た も の に 直せ ば オー トロ グイ ン が 可能 で す 。 た だ し 、 毎 
回 オー トロ グイ ン で きる と は 限り ませ ん 。 接続 相手 が サー ビス を 停止 中 だ っ た り 、 回 線 が 混ん で いた りす 
る と "CONNECT" と いう 応答 が 返っ て こない か ら で す 。 

こう いう 事態 に 対応 する に は 、 モ デム か ら の 応答 の 違い を 利用 し 、waitfor 関 数 の 代り に find 関 数 と ぅ 
ベル を 組み 合わ せ て 使い ます 。 ラ ベル は 、find 関 数 や goto 文 で ジャ ンプ する 先 を 示す た め の も の で 、 文 字 
列 に 半角 の コロ ン ":" を 付け て 表し ます 。 find 関 数 は 、 最新 の 受信 デー タ 中 に 第 1 引数 の 文字 列 が ある か 
どう か を 調べ 、 も し あれ ば 第 2 引数 の ラベ ル に ジャ ンプ し ます 。 

Hayes モデ ム の 場合 、"CONNECT" の 他 に 、 話 中 の 時 は "BUSY" を 、 な ん ら か の 理由 で 接続 で き な か っ た 時 
は 、"NO CARRIER"、"NO ANSWER"、"NO DIALTONE" な ど を 応答 と し て 返し て きま す 。 "CONNECT" と 応答 し た 
時 は 、 正 常に 接続 で きた の で すか ら ID や パス ワー ド を 送信 する 部 分 に ジャ ンプ する よう に し ます 。 "BUS 
Y、^NO CARRIER"、"NO ANSWER"、"NO DIALTONE" の 時 は 、 接 続 が 失敗 し た の で 、 も う 一 度 電話 を か ける と 
ころ に ジャ ンプ させ ます 。 それぞれ の ラベ ル を 「 ロ グイ ン 手 続き ] 、「 電 話 を か ける 」 と し 、 先 程 の プロ 


グラ ム を 直し て み ま し ょ う 。 


message(" 衣 これから ネネ ネネ ※ ネ ネッ ト に アク セス し ます 誠 \r\n'") : 


baudrate(1200): 
stopbits(1): 
parity(0): 
databits(8): 
flowctr1(1): 


電話 を か ける : 
transmit("ATZYr") : 
waitfor("OK"): 
transmit("ATD 03-* ま **ー** ネ **\T" ) : 


find("CONNECT", ロ グイ ン 手 続き ) : 
find("BUSY", 電話 を か ける ): 
find("NO", 電話 を か ける ): 


ログ イン 手続 き : 
waitfor("ID?"): 
transmit("SHARPYr"): 
waitfor("PASSWORD?") : 
transmit("X68000\r"): 


この プロ グラ ム は 一 見 正 し そ うに 見 えま す が 、 実は 正しく 動作 し ませ ん 。 理由 は find 関 数 は 、waitfor 
関数 と 異な り 、 第 1 引数 の 文字 列 が 受信 デー タ に な いと 、 す ぐに 次 の 文 に 制御 を 渡し て し まう か ら で す 。 


この 結果 、 


find("CONNECT", ロ グイ ン 手 続き ) : 
find("BUSY", 電話 を か ける ) : 
find("NO", 電話 を か ける ): 


の 部 分 は 、 一 瞬 の うち に と お りす ぎ て し まい ます 。 こ こ を "CONNECT"、"BUSY" 、"NO CARRIER"、NO ANSWER' 、 
"NO DIALTONE"" の いずれ か の 応答 が 来る まで 、 繰 り 返し 実行 させ る た め に ラベ ル と goto 文 を 使い 次 の よう 


た 直 し ます 。 


接続 を 待つ : 
find("CONNECT". ロ グイ ン 手 続き ): 
find("BUSY", 電話 を か ける ): 
find("NO", 電話 を か ける ): 
goto 接続 を 待つ : 


最終 的 に プロ グラ ム は 次 の よう に な り ま す 。 


message(" 雄 これ か ら ネ ネネ ネッ ト に アク セス し ます 放 \r\Yn") : 


baudrate(1200) : 
stopbits(1) : 
parity(0): 
databits(8) : 
flowctr1(1): 


電話 を か ける : 
transmit("ATZYr") : 
waitfor("OK"): 
transmit("ATD 03-***ー*** ネ まま YT" ) : 


接続 を 待つ : 
find("CONNECT", ログ イン 手続 き ) : 
find("BUSY", 電話 を か ける ) : 
find("NO", 電話 を か ける ) : 
goto 接続 を 待つ : 


ログ イン 手続 き : 
waitfor("ID2") : 
transmit("SHARPYr" ) : 
waitfor("PASSWORD?") : 
transmit("X68000Yr"): 」 


この プロ グラ ム は 、 か な り 汎 用 性 を も っ た 自動 実行 プロ グラ ム で す 。 付属 し て いる 自動 実行 プロ グラ ム 
の サン プル も 、 基 本 的 に は この プロ グラ ム と 同じ も の で 、 各 ネッ ト に 合せ て 改良 し て ある に すぎ ませ ん 。 
皆さん も る 、 こ の プロ グラ ム や 付属 の プロ グラ ム を 参考 に し て 、 各 ネッ ト 用 の プロ グラ ム を 作っ て みて くだ 
さい 。 


4. の プロ グラ ム の 文法 


| プロ グラ ム を 構成 する も の 


目 動 実 行 プリ ログ ラム は 、「 コ メン ト 」 、「 ラ ベル 」 、「 関 数 ] と いう 3 つの 要素 で 構成 され ます 。 

全 コ メン ト は 、"/*" と "*/" で 囲ま れ た も の で 、 プ ログ ラム 実行 時 に は 無視 され ます 。 

全 @ ラ ベル は プロ グラ ム 内 で goto や find で ジャ ンプ する 先 を 示す も の で す 。 ラ ベル は 最後 に 半角 の 
コロ ン ":" が 付く 文字 列 で アル ファ ベッ ト で も 漢字 で も か まい ませ ん 。":" は 半角 の も の で な けれ ば な 
り ま せん 。 ラ ベル の 長 さ は 、40 バ イト (半角 文字 な ら 40 文 字 、 漢 字 だ と 20 文 字 ) まで で す 。 


依 関 数 は 後ろ に 半角 の セミ コロ ン ":" を 付け 、 文 と し て 使い ます 。 


一 般 的 に プロ グラ ム は 、 上 記 3 つの 要素 を 下記 の よう に 構成 し て 作ら れ ま す 。 


関数 : /* コ メン ト */ 

関数 /* ヨ メシ ント *#/ 
ラベ ル : 

関数 : /* ま コメ ント */ 

関数 : /* コ メン ト */ 
ラベ ル : 

関数 : /* コ メン ト */ 

関数 /* ま コメ ント */ 

4.2.2 関数 


自動 実行 プロ グラ ム の 中 心 と な る の が 関数 で す 。 次 ペー ジ に 関数 の 一 覧 を 載せ ます 。 関数 は 関数 名 に 続 
く () 内 に 適当 な 整数 定数 、 文 字 列 定数 、 ラ ベル な ど を 指定 し て 使い ます 。 (これ を 「 引 数 ] と 呼び ます 。 ) 
どの よう に 引数 を 書く か は 、「4.3 関数 ] の 各 ペ ー ジ を ご 覧 くだ さい 。 例外 と し て は 、 goto に は () が 
あり ませ ん 。 また init、hangup、logdelete、sendbreak、quit に 続く () 内 は 、 引 数 を 必要 と し ませ ん 。 


関数 


機能 


baudrate(< 整 数 定数 >) : 
databits(< 整 数 定数 >) : 
stopbits(< 整 数 定数 >) : 
parity(< 整 数 定数 >) : 
shiftctr1(< 整 数 定数 >) 
flowctr1 (< 整数 定数 >) : 
echo(< 整 数 定数 >) : 
dn_cr(< 整 数 定数 >) 
up_cr(< 整 数 定数 >) 
dn_kanji(< 整 数 定数 >) 
up_kanii(< 整 数 定数 >) 
charpace(< 整 数 定数 >) 
txpace(< 整 数 定数 >) 
breaklength(< 整 数 定数 >) : 


goto ラベ ル : 
pause(< 整 数 定数 >) : 
waitquiet(< 整 数 定数 >) : 
waitfor(< 文 字 列 定数 >) : 
find(< 文 字 列 定数 >, ラベ ル ) : 


message(< 文 字 列 定数 >) : 

transmit(< 文 字 列 定数 >) : 
sendbreak() : 
1ogopen(< 文 字 列 定数 >) : 
1ogswitch(< 整 数 定数 >) : 
1ogdelete(): 

getfile(< 整 数 定数 >, く 文字 列 定数 >) : 


sendfile(< 整 数 定数 >, < 文字 列 定 数 >) : 


type(< 文 字 列 定数 >) : 


color(< 整 数 定数 >, < 整数 定数 >) : 
console(< 整 数 定数 >) : 
colormode(< 整 数 定数 >) : 

key (< 整数 定数 >, < 文字 列 定数 >) : 
init() 

dos (< 文字 列 定数 >) : 

quit(): 

hangup() 

modem(< 整 数 定数 >) : 
translate(< 整 数 定数 >, < 整数 定数 >) : 


ボー レー ト を 設定 する 。 

デー タ 長 を 設定 する 。 

スト ッ プ ビッ ト を 設定 する 。 

パリ ティ ビッ ト を 設定 する 。 

シフ ト 制 御 の 有 無 を 設定 する 。 

ラフ ロー 制御 の 有無 を 設定 する 。 

エコ ー の 有無 を 設定 する 。 

受信 行末 コー ド を 設定 する 。 

送信 行末 コー ド を 設定 する 。 

受信 漢字 コー ド を 設定 する 。 

送信 漢字 コー ド を 設定 する 。 

文字 間 デ ィ レ イ を 設定 する 。 (単位 ミリ 秒 ) 
行間 ディ レイ を 設定 する 。 (単位 ミリ 秒 ) 
ブレ ー ク 信号 の 長 さ (送信 時 間 ) を 設定 する 。 


ラベ ル に ジャ ンプ する 。 

指定 時 間 経 過す る の を 待つ 。 

受信 が な く な る の を 待つ 。 
指定 文字 列 を 受信 する まで 待つ 。 

指定 文字 列 を 受信 し た ら 、 指 定 ラ ベル に 飛ぶ 。 


指定 文字 列 を 画面 に 表示 する 。 
指定 文字 列 を 送信 する 。 

プレ ー ク 信号 を 送信 する 。 (常に 引数 な し ) 
指定 ファ イル 名 で ログ ファ イル を オー プン する 。 
ログ ファ イル に 記録 する しない を 切り 替え る 。 
記録 中 の ログ ファ イル を 削除 する 。 

指定 プロ トコ ル で ファ イル を 受信 する 。 
指定 プロ トコ ル で ファ イル を 送信 する 。 

ファ イル を 送信 (オー ト タ イ プ ) する 。 


画面 の 色 を 設定 する 。 

画面 の 行 数 を 設定 する 。 

画面 表示 を 白地 黒文字 黒地 白 文字 に 設定 する 。 
ファ ンク ショ ン キ ー に 文字 列 を 登録 する 。 
状態 モニ タ 表 示 を 初期 化す る 

コマ ンド を 実行 する 。 ( 子 プ ロ セ ス ) 
Communication Pro-68K を 終了 する 。 

回 線 切断 する 。 

モデ ム の 種類 (回 線 切断 方 法 ) を 設定 する 。 
受信 文字 コー ド を 変換 する 。 


4.2.3 整数 定数 と 文字 列 定数 


関数 の 引数 に は 定数 と ラベ ル の 2 種類 が あり 、 定 数 は さら に 整数 定数 、 文字 列 定数 の 2 種類 に 分 か れ ま す 。 


人 @ 整 炒 定 数 
整数 定数 に は 10 進 数 , 16 進 数 が 使え 、16 進 定数 は 必ず 0x また は 0X か ら 始 まり ます 。 


【 例 】 16 進 数 10 進数 


0xA 10 
0x10 16 
0x1000 4096 


整数 定数 は 、 す べ て 符号 な し 整数 で 、 表 現 で きる 値 の 範囲 は 0 か ら 4, 294, 967,295 ま で で す 。 
た だ し 、 関 数 に よっ て は 特定 の 値 以 外 は 無視 する も る の が あり ます 。 ど の よう な 値 が 使え る か は 、 
「4.3 各 関数 の 説明 ] を ご 覧 くだ さい 。 


候 文 字 列 定数 
文字 列 定数 は 文字 , 数 字 , 記号 の 列 を 二 重 引 用 符 で 胃 っ た も の で 、80 バ イト 文字 (半角 文字 で 
80 文 字 、 漢 字 ひ ら が な で 40 文 字 ) まで 表現 で きま す 。 


【 例 】 "show all commands" 
"接続 し まし た 。 YrYn" 


文字 列 定数 で は Y を 付け る こと に よっ て コン トロ ー ル コー ド や 16 進 数 を 表現 する こと も で き 
ます 。 コ ント ロー ルコ ー ド や 16 進 数 の 書き 方 は 次 の と お り で す 。 


表記 16 進 数 ASCII 意味 

Ya 07 BL ベル を 鳴ら す 
Yb 08 BS 1 文字 後退 
Yt 09 HT 水平 タプ 
Yn 0a NL 改行 

Yv Ob VT 垂直 タブ 
Yf 0c FF 改 頁 

Yr 0d CR 復帰 

Y" 22 e 二 重 引 用 符 
\ 27 ド 引用 符 

YY 5c \ 円 記号 
\Yxnn ま た は \Xnn 。 mnn 16 進 数 


4.3 洗 関 数 の 説明 


4.3.1 baudrate ボー レー ト 設 定 | 


書式 baudrate(< 整 数 定数 >) : 


放 


EE 


例 | baudrate(1200): 1200bps に 設定 


解説 | ボー レー ト と し て 指定 で きる 整数 定数 は 、300、1200、2400、4800、9600、19200 の 6 種類 。 そ 
れ 以 外 は 無視 され る 。 
4: breaklength ブレ ー ク 信号 の 長 さ を 設定 
breaklength(< 整 数 定数 >) : 
文例 breaklength(50): プレ ー ク 信号 の 長 さ を 50 msec に 設定 


解説 | 通信 状態 の <F2> [アル -] 、 あ る い は 自動 実行 の sendbreak 関数 で 送出 され る プ ブレーク 信 号 の 
長 さ を 整数 定数 で 設定 。 単位 は ミリ 秒 (msec) 。 標準 で は 200 msec に 設定 され て いる 。 


ー 
4.3.9 eafFpace 文字 聞 デ ィ レ イ を 設定 
書式 | charpace(< 整 数 定数 >) : 
文例 | charpace(10) : 1 文字 送信 する ご と に 10 ミ リ 秒 間 を あけ る 


解 説 1 文 字 送 信 す る ご と に あけ る 間隔 を 整数 定数 で 指定 。 単 位 は ミリ 秒 (msec) 。 標準 で は 0 msec 
に 設定 され て いる 。 


| 


43.4。 避 @1Or 


画面 の 色 を 設定 


書式 | color(< 整 数 定数 >, < 整数 定数 >) : 


文例 color(13,65534) : 


解説 | 画面 の 色 を 設定 。 第 1 引数 の 整数 定数 は 色 番 号 。 


13 番 の 色 を 65534 に 設定 


0 か ら 15 まで 。 画面 の 各部 と 色 番 号 の 対 


応 は 下図 参照 。 第 2 引数 の 整数 定数 は 色 を 表し 、 範 囲 は 0 か ら 65535 まで 。 色 の 数 値 は 、2 
進数 GGGGGRRRRRBBBBBI : 緑 (G) 赤 (R) 青 (B) 輝 度 (I1) を 、10 進 数 、 ま た は 16 進 数 で 指定 する 。 
色 番 号 ) り は 、 ウ ィ ン ド ウ 等 の 消去 に つか う の で 、0 以 外 に 変更 し て は な ら な い 。 


文字 色 12 番 
背景 色 13 番 


文字 色 15 番 
背景 色 14 番 
(黒地 白 文字 モー ド ) 


FI F2 F3 Fe 
先頭 行 最終 行 7 化 書 込 77 人 4 読込 印刷 


この 部 分 が エディ タ で す 。 ! 


大 き さ は 、80xX8 で す 。 }! 
ファ ンク ショ ン キ ー の 表示 が 切り 換 わ っ て いる の に 注意 し て 下さ い 。 ! 


2 


通信 画面 


通信 状態 
送信 可能 
7 あり 

0 


0 
0 
0 
0 


M S 漢字 


88-04-15 


|| し 空き 容量 


311 


| (mmm 


12:43:26 


文字 色 1 番 
背景 色 11 番 


文字 色 7 番 
背景 色 10 番 


文字 色 7 番 
背景 色 4 番 


文字 色 1 番 
背景 色 5 番 


背景 色 4 番 


4.3.5 colormode 白地 黒文字 黒字 白 文 字 表示 を 設定 


書式 | colormode(< 整 数 定数 >) : 


文例 | colormode(0) 


解説 | 整数 定数 が 、 


EEIIE 


画面 を 白地 に 黒文字 (ペー パー ホワ イト ) で 表示 


0 で 白地 に 黒文字 表示 、1 で 黒地 に 白 文 字 表 示 に 設定 。 


4.3.6 onsole 画面 の 行 数 を 設定 


書式 | console(< 整 数 定数 >) : 


文例 console(25): 


画面 行 数 を 25 行 に 設定 


解説 | 整数 定数 が 、20 で 20 行 表示 、25 で 25 行 表 示 に 設定 。 そ れ 以 外 は 無視 され る 。 


才 97 daEQRDHHtg デー タ 長 を 設定 」 
databits(< 整 数 定数 >) : 


文例 databits(8): 


解説 | 整数 定数 が 、 


デー タ 長 を 8 ビッ ト に 設定 


7 で 7bit に 、8 で 8bit に 設定 。 そ れ 以 外 は 無視 され る 。 


4. 


3.8。 di Gr 受信 行末 コー ド の 設定 


解 


IEHIH 


書式 | dn _cr(< 整 数 定数 >) : 


文例 dn_cr(2): 受信 行末 コー ド を 【LF に 設定 


説 | 整数 定数 が 、0 で CR/LF、1 で CR、2 で LF に 設定 。 そ れ 以 外 は 無視 され る 。 


4.9.9 dn _kanji 受信 漢字 コー ド の 設定 
dn_kanji(< 整 数 定数 >) : 
文例 | dn kanii(1): 受信 漢字 コー ド を DEC に 設定 


解説 | 整数 定数 が 、0 で 自動 判別 、1 で DEC 漢 字 に 設定 。 そ れ 以 外 は 無視 され る 。 


4. 


自動 判別 で きる の は 、MS 漢 字 (シフ ト J IS) 、PC 漢 字 、 新 J I S、 旧 JIS の 4 種類 。 


3.10 dos コマ ンド を 実行 上 


書式 | dos(< 文 字 列 定数 >) 


文例 | dos("dir") dir を 実行 


解 説 | 文字 列 定 数 に は 子 プ ロ セス と し て 起動 する コマ ンド を 指定 する 。 


| 81 山 eo ェ エコー の 有無 を 設定 
書式 | echo(< 整 数 定数 >) : 
文例 | echo(1) : ロー カル エコ ー あ り 


解説 | 整数 定数 が 、0 で 「 ロ ー カ ル エ コー な し | 、1 で 「 ロ ー カ ル エ コー あり 」 に 設定 。 


find 指定 文字 列 受信 で 、 指 定 ラ ベル に ジャ ンプ 


員 
2 


ーー 
の) 
+ー 
ト っ 


find(< 文 字 列 定数 >, ラベ ル ) : 


衝 
副 


find("CONNECT", ID 送信 ) : CONNECT と いう 文字 を 受信 し た ら 「 ID 送信 」 と いう ラベ ル 
に ジャ ンプ 


解説 | 最新 の 受信 記録 (80 バ イト 分 ) の 中 に 指定 文字 列 定数 が あれ ば 指定 ラベ ル に ジャ ンプ 、 指 定 
文字 列 定数 が な けれ ば 即座 に 次 の 文 に 制御 を わた す 。 指定 文字 列 定数 が 空 (find("", ラベ ル )) 
の 場合 は 、 文 字 列 の 代り に キャ リア を チェ ッ ク し 、 キ ャ リア が あれ ば 指定 ラベ ル に ジャ ンプ 、 
な けれ ば 即座 に 次 ぎの 文 に 制御 を 渡す 。 


AS189 lowetr1l ラフ ロー 制御 の 有無 を 設定 」 
ニニ ーー ニュ 

書式 flowctr1l(< 整 数 定数 >) : 

文例 | flowctr1(0): フロ ー 制 御 を し な い 

解説 | 整数 定数 が 、0 で 「 フ ロー 制御 し な い 」 、1 で 「 フ ロー 制御 する 」 に 設定 。 そ れ 以 外 は 無視 さ 


れる 。 


| | 
2 ca 


終 
補 


getfile 指定 プロ トコ ル で ファ イル 受信 


getfile(< 整 数 定数 >, く 文字 列 定数 >) : 


getfile(0, "TEST.X"): Xmodem で "TEST.X" を 受信 
getfile(10,""): TransIt で 受信 (常に 、 フ ァイル 名 を 指定 し な い ) 


整数 定数 が 、0 で Xmodem プロ トコ ル 、10 で TransIt プロ トコ ル に 設定 。 そ れ 以 外 は 無視 さ 
れる 。 文字 列 定 数 に は ファ イル 名 を 指定 する 。TransIt で 受信 の 際 は 、 フ ァイル 名 を 送信 側が 
指定 し て くる の で 、 受 信 側 で 指定 し て は いけ な い 。 


ここ 
つこ 】 
+ー 
て n 


中 
2 


EE 
専 


goto ジャ ンプ 
goto ラベ ル : 
goto ! 送信 : ラベ ル 「 ID 送信 」 に ジャ ンプ 


解説 | 指定 ラベ ル に ジャ ンプ する 。 
| rs hangup 回 線 を 切断 
hangup() : 
文例 | hangup(): 回 線 を 切断 する 。 
解説 | 引数 な し 。 即座 に 回 線 を 切る (電話 を きる ) 。 回 線 切断 の 方 法 は 、Hayes タ イプ の モデ ム (AT 


モデ ム ) と CCITT V.25bis の モデ ム で は 異な り 、 modem 関 数 で 設定 する 。 


こう 
で っ 
< 
ー コ 


10 (雪上: 


書式 


文例 


解説 


init(): 


init(): 状態 モニ タ 表 示 を 初期 化す る 


引数 な し 。 タ イマ ー、 受 信 バ イト 数 、 受信 デリ ミタ 数 、 送 信 バ イト 数 、 送 信 デ リ ミ タ 数 を 初期 
化す る 。 


ドー 
つこ) 
ょ ー 
Co 


k ey ファ ンク ショ ン キ ー へ の 文字 列 登録 


中 
加 


文例 


key (< 整数 定数 >, < 文字 列 定数 >) : 


key(3, "helpYr'): F3 に "helpYr" を 登録 する 。 


整数 定数 は ファ ンク ショ ン キ ー の 番号 で 、1 か ら 10 ま で 。 それぞれ F1 か ら 『F10 に 対応 する 。 

ーー つの キー に 登録 で きる 文字 列 定数 は 、80 バイ ト ま で で 、 画 面 に は 先頭 8 バイ ト が 表示 され 
る 。 登録 文字 を 送信 する に は 、<SHIFT>+<CTRL>+<F1> の よう に <SHIFT> キ ー、<CTRL> キ ー、 フ ァ 
ンク ショ ン キ ー の 三 つ を 同時 に 押す 。<CTRL> キ ー と ファ ンク ショ ン キ ー の 組み 合わ せ は Human 
68k の キー ボー ドコ ント ロー ル 機 能 に 使用 され る 。 (本 体 付属 「Human68k ユー ザー ズ マ ニュ 

アル | 「6.4 キー ボー ドコ ント ロー ル 機 能 」 参照 。) 


| 4.3.19 


logdelete 記録 中 の 通信 内 容 を 削除 
1ogdelete(): 
1ogdelete() : 記録 中 の 通信 記録 を 削除 する 。 


引数 な し 。 記録 中 の ログ ファ イル が あれ ば 削除 する 。 な けれ ば 何 も し な い 。 


4.3.20 


1logopen ログ ファ イル の オー プン 


文例 


1ogopen(< 文 字 列 定数 >) : 


1ogopen("mix8808.1og") : "mix8808.1og" と いう ファ イル を オー プン 


文字 列 定数 と し て ログ ファ イル を 指定 。 フ ァイル が 、 既 に 存在 する 時 は 追記 し 、 な い 場 合 は 新 
規 に 作成 する 。 す で に 他 の ファ イル に 記録 を と っ て いる 時 は 、 そ の ファ イル を クロ ー ズ し 、 新 
た に オー プン する 。 フ ァイル が オー プン する と 同時 に 記録 を 開始 する 。 


4.3.21 


logswitch 通信 内 容 を 記録 する プ し な い の 切 り 替 え 


解説 


4.3.22 


文例 


解説 


1ogswitch(< 整 数 定数 >) : 


1ogswitch(0): 通信 記録 を と る の を 停止 


ログ ファ イル に 記録 する の を 、 整 数 定数 が 、0 で 停止 、1 で 再開 する 。 


meSssage 文字 列 の 画面 表示 
message(< 文 字 列 定数 >) : 
message(" 準 備 完了 rYn"): 画面 に 「 準 備 完了 」 と 表示 


指定 文字 列 定数 を 画面 に 表示 。 通 信 回 線 に は 送出 し な い 。 


設 modem モデ ム の 種類 (回 線 切断 方 法 ) の 設定 計 
modem(< 整 数 定数 >) : 
文例 | modem(1) : 回 線 切断 で "+++ATHO" を 送信 
解説 | 整数 定数 が 0 で DTR 信 号 が 1 秒間 OFF に 、 1 で "+++ATHO" を 送信 する 。 
店 parity パリ ティ ビッ ト を 設定 
parity(< 整 数 定数 >) : 
文例 | parity(2): パリ ティ を 偶数 に 設定 


整数 定数 が 、0 で 「 な し 」 に 、.1 で 「 奇 数 ]」 に 、2 で 「 偶 数 」 に 設定 する 。 そ れ 以 外 は 無視 す 
る 。 


Dause プロ グラ ム 実 行 の 遅延 


pause(< 整 数 定数 >) : 


pause(2000): 2 秒 半 プロ グラ ム の 実行 を 停止 


整数 定数 で 時 間 を 指定 する 。 指定 時 間 経 過す る まで 、 次 の 文 は 実行 され な い 。 時 間 の 単位 は 
ミリ 秒 (msec) 。 


quit 終了 


quit(): 

文例 | quit(): "Communication PRO-68K" を 終了 する 。 

解説 | 通信 内 容 を 記録 し て いる 場合 は 、 ロ グフ ァイル を クロ ー ズ し て か ら 終 了 す る 。 
| 4.93.27 sendbreak ブレ ー ク 信号 送信 | 
sendbreak() : 

文例 | sendbreak() : プレ ー ク 信号 を 送信 

解説 | 引 到 な し 。 ブ レー ク 信 号 を 送信 る 。 ブ レー ク 信 号 の 長 さ は breaklength で 設定 。 設定 が な い 

場合 は 200 ミリ 秒間 送出 。 

4.9 29) 8 傍 仙 間 中 1e 卓 定 プロ トコ ル で ファ イル 送信 | 
| aa sendfile(< 整 数 定数 >, < 文字 列 定数 >) : 

文例 | sendfile(10, "TEST.200") : TransIt で "TEST.Z00" を 送信 

解説 | 整数 定数 が 、0 で Xmodem プロ トコ ル 、10 で TransIt プロ トコ ル に 設定 。 そ れ 以外 は 無視 さ 


れる 。 文字 列 定数 に は 送信 する ファ イル 名 を 指定 する 。 


4.3.29 


S: 折 、 信 et シフ ト 制 御 の 有 無 を 設定 


EEIH 


解説 


| ma | shiftctr1(< 整 数 定数 >) 
文例 shiftctr1(0): シフ ト 制 御 を し な い 
解説 | 整数 定数 が 、0 で 「 シ フト 制御 し な い 」 、1 で 「 シ フト 制御 する 」 に 設定 。 
4.93.30 stopbits スト ッ プ ビッ ト 設 定 
書式 | stopbits(< 整 数 定数 >) : 
stopbits(1) : スト ッ プ ビッ ト を 1bit に 設定 


整数 定数 が 、1 で 1lbit、2 で 1.5bit、3 で 2bit に 設定 。 そ れ 以 外 は 無視 され る 。 


4.3.31 


作 まる 連 Slate 受信 文字 コー ド 変 換 


書式 


回 


文例 


translate(< 整 数 定数 >, < 整数 定数 >) : 


translate(0X1A, 0X20): eof を スペ ー ス に 変換 


受信 文字 コー ド の 変換 。 変換 前 の 文字 コー ド (整数 定数 ) を 第 1 引数 、 変 換 後 の 文字 コー ド 
(整数 定数 ) を 第 2 引数 と する 。 複数 の コー ド を 変換 する に は 、 個 々 に translate 関 数 を 設 
定 す る 。 


ー 
人 3.32。 公 補 る 委 お Sm は も も を 文字 列 送 信 


書式 | transmit(< 文 字 列 定数 >) : 


transmit("ATDP03-769-2411Yr"): "ATDP03-769-24111 と キャ ッ リ ジリ ター ン を 送信 


解説 | 回 線上 に 指定 文字 列 定数 を 送出 、 画面 に は 表示 し な い 。 (画面 に 表示 され る の は 、 モ デム ある 
トーーー い は 相手 か ら エ コー バッ ク さ れ た 場合 ) 。 


| xss WE オー ト タ イ プ 
type(< 文 字 列 定数 >) : 


文例 type("mail.tmp'): "mail.tmp" と いう ファ イル を オー ト タ イ プ 


解説 | 文字 列 定数 で 指定 され た ファ イル を 送信 (オー ト タ イ プ ) する 。 


時 枯 :DGi8 で 行間 ディ レイ を 設定 


書式 | txpace(< 整 数 定数 >) : 


文例 | txpace(10): 1 行 送信 する ご と に 10 ミ リ 秒 間 を あけ る 


解説 | 1 行 送信 する ご と に あけ る 間隔 を 整数 定数 で 指定 。 単位 は ミリ 秒 (msec) 。 標準 で は 0 msec 
ーー た 設定 され て いる 。 


い 委 0 旨 い Cs 送信 行末 コー ド (| 


up_cr(< 整 数 定数 >) : 


を 
4.3.35 
書式 
文例 | wp_cr(1): 送信 行末 コー ド を CR/LF に 設定 


解 説 整数 定数 が 、0 で CR、1 で CR/LF、2 で LF に 設定 。 そ れ 以 外 は 無視 され る 。 


4.39.36 up kanji 送信 漢字 コー ド 


書式 up_kanji(< 整 数 定数 >) : 


文例 | up_kanii): 送信 漢字 コー ド を P C 漢 字 に 設定 


解説 | 整数 定数 が 、0 で 自動 、1 で PC 漢字 、2 で 新 J I S 、3 で 旧 J IS、4 で DEC 漢 字 に 設定 。 
それ 以外 は 無視 され る 。 自動 判別 で は 、 受 信 漢字 コー ド と 同じ 漢字 コー ド で 送信 する 。 何 も 漢 
字 を 受信 し て いな い 時 は 、M S 漢字 (シフ ト JI S) で 送信 され る 。 


・ 3.37 Waitfor 文字 列 受信 まで 待機 
waitfor(< 文 字 列 定数 >) : 
文例 | waitfor("Name:"): "Name:" と いう 文字 を 受信 する の を 待つ 


解説 | 指定 文字 列 定数 を 受信 する まで 待つ 。 受信 する まで 、 次 の 文 は 実行 され な い 。 


4.9.38 waitqauiet 受信 が な く な る の を 待つ 


書式 | waitaquiet(< 整 数 定数 >) : 


文例 | waitquiet(500): 0.5 秒 間隔 で 受信 の 有無 を チェ ッ ク す る 


受信 の 有無 を チェ ッ ク し 、 受 信 お が な いと 次 ぎの 文 に 制御 を 渡す 。 受信 が ある 間 は 、 整 数 定数 で 指 
定 さ れ た 時 間 間 隔 で チェ ッ ク を くり か えす 。 単位 は ミリ 秒 (msec) 。 


第 ら 草 


O&A 


この 章 に は "Communication PRO-68K" に 関す る 事 を 、 一 問 一 答 形式 で 解説 し て あり ます 。 


| emi ォ ブ ショ イコ : を 


"Communication PRO-68K" は 起動 時 に 逆 スク ロー ル 行 数 の 大 き さ を 変え た り 、 自 動 実 行 プ ログ ラム を 指 
定 し た りす る こと が で きま す 。 こ れ を 起動 時 オプ ショ ン と 呼び ます 。 起動 時 オプ ショ ン は 、 次 の 形式 で 指 
定 し ます 。 


cpro. [< スイ ッ チ >] [< 自動 実行 ファ イル >] 


く ス イッ チ > 

5 黒地 に 白 文 字 の 画面 ANSI タ ー ミ ナル モー ド ) で 起動 。 
省略 する と 白地 に 黒文字 (ペー ペー ホワ イト ) の 画面 で 起動 。 

画面 行 数 が 25 行 で 起動 。 
省略 する と 画面 行 数 20 行 で 起動 。 

-p< チ ャ ン ネ ル > RS-232C の チャ ン ネ ル を 指定 。< く チャンネル > は 1 か ら 5 ま で 。 
1 は 本 体 、2、3 は 1 枚 目 の 拡張 ボー ド 。4、5 は 2 枚 目 の 拡張 ボー ド 。 省 
略す る と 本 体 を 使用 。 


-s< 逆 スク ロー ル バ ッ ファ の 行 数 > 
100 行 以上 、 メ モリ の 上 限 まで 設定 可能 。 
省略 する と 1000 行 で 起動 。 


く 上 自動 実行 ファ イル > 
旨 定 さ れる と 起動 後 、 た だ ち に 指定 プロ グラ ム を 実行 。 省 略す る と 
"config.u' を 実行 。"config.u" が 無い と 標準 設定 で 起動 。 フ ァイル 名 
の 拡張 子 は 省略 可能 。 


【 例 】 
A>cpro -c -m -D2 -s2000 mix 


使え る モデ ム は ? 」 


*Communication PRO-68K" で 使用 で きる モデ ム は 、 主 に Hayes タ イプ の モデ ム (AT モデ ム ) と CCITT V.25 
bis の モデ ム で す 。 これ ら の モデ ム で あれ ば 、 付 属 の 自動 実行 プロ グラ ム を 修正 する こと に より 、 簡 単に 
オー トロ グイ ン す る こと が で きま す 。 下 に 代表 的 な モデ ム を 示し ます 。 


【Hayes タ イプ の モデ ム (AT モデ ム ) の 例 】 


アイ ワ PV-A1200 
アイ ワ PV-A2400 
SR プー ジ SR-120AT 
ESZ04S4 SR-120S 
モエ ジジ ツ ソ ジ シ SR-240AT 
オム ロン MD1200A 
オム ロン MD1200E 
オム ロン MD2400A 
2 コ 


【CCITT V.25bis の モデ ム の 例 】 


シャ ー プ CZ-8TM1 
シャ ー プ CZ-8TM2 
な ど 


上 記 以 外 の モデ ム で も 、 文 字 列 (コン トロ ー ル コー ド を 含む ) を X68000 か ら 送 っ て 制御 で きる モデ ム で 
あれ ば 使用 可能 で す 。 


ハー ド デ ィ スク で 使う に は ? 他 の 日 本 語 フ ロン ト プ ロ セッ サ を 使う に は ? 


シス テム が 起動 する と き に 、 デ ィ ス ク フ ァ イル か ら "CONFIG.SYS" と いう ファ イル を 探し 、 そ の 内 容 に よ 
り シ ステ ム が 作動 する 環境 を 設定 する よう に な っ て いま す 。 (詳し く は 、X68000 本 体 付属 の 「Human68k 
ユー ザー ズ マ ニュ アル 」 の 「 第 7 章 シス テム の 構築 」 を ご 覧 くだ さい 。) この "CONFIG.SYS" で 正しい 環 
境 が 設定 され て いな いと 、"Communication PRO-68K" は 使え ませ ん 。 


"Communication PRO-68K" に 付属 し て いる "CONFIG.SYS" は 次 の よう に な っ て ます 。 


FILES =15 
BUFFERS = 20 
BELL = BEEP. SYS 


DEVICE = PRNDRV.SYS 

DEVICE = RSDRV.SYS 

DEVICE = FLOAT2.X 

DEVICE = ASK68K.SYS A:X68K_M.DIC A:X68K_S.DIC 
VERIFY = OFF 


倫 ハ ー ド ディ スク で 使う に は 
① ハー ド デ ィ スク に ある "CONFIG.SYS" の 確認 


ハー ド デ ィ スク の "CONFIG.SYS" フ ァイル に 次 の 4 行 が 入っ て いる か どう か 確認 し 、 な い 場 合 は 追加 
し て 《 だ さゆ 。 


BELL = BEEP. SYS 
DEVICE = PRNDRV.SYS 
DEVICE = RSDRV.SYS 
DEVICE = FLOAT2.X 


日 本 語 フ ロン ト プ ロ セッ サ (以下 「 日 本 語 F P」 と 略す ) ASK-68K が 、 ハ ー ド ディ スク に 組み 込ま 
れ て いな い 場 合 は 、 次 の 1 行 が ハバード ディ スク の "CONFIG.SYS" フ ァイル に 組み 込ま れ て いる か どう 「 
か を 確認 し 、 な い 場 合 は 追加 し て くだ さい 。 | 


DEVICE = ASK68K.SYS A:X68K_M.DIC A:X68K_S.DIC 


② 必要 な ファ イル の コピ ー 


次 の ファ イル の 中 か ら 必 要 な も の を ハー ド デ ィ スク に コピ ー し て くだ さい 。 


"Communication PRO-68K" が 起動 する の に 最低 限 必要 な ファ イル 


CPRO.X "Communication PRO-68K" シ ステ ム 
RSDRV. SYS 拡張 RS-232C ドラ イ バ 

FLOAT2.X 浮動 小数 点 エ ミュ レー タ 

PRNDRV. SYS プリ ンタ ドラ イ バ 

BEEP. SYS 

COMMAND.X 


日 本 語 F P ASK-68K を 使う の に 必要 な ファ イル 


ASK68K.SYS 日 本 語 F P ASK-68K ドラ イ バ 
X68K_M.DIC ASK-68K 用 メイ ン 辞 書 
X68K_S.DIC ASK-68K 用 サブ 辞書 


自動 実行 プロ グラ ム の サン プル 
ファ イル の 拡張 子 が ".u'" に な っ て いる も の で す 。 ど の よう な ファ イル が ある か は 、 
「 第 5 章 Q&&Al」 の 「 付 属し て いる 自動 実行 プロ グラ ム は ?」 の ペー ジ を に こ ご 覧 
くだ さい 。 
今 他 の 日 本 語 FP を 使う に は ? 
他 の 日 本 話 F P を 使う 場合 は 、"Communication PRO-68K" の ディ スク の "CONFIG.SYS" フ ァイル か ら 
DEVICE = ASK68K.SYS A:X68K_M.DIC A:X68K_S.DIC 
と 書か れ た 行 を 削除 し 、 新 し い 日 本 語 F P を 登録 し て くだ さい 。 登録 の 方 法 は 、 各 日 本 語 F P の マ 


ニュ アル を ご 覧 くだ さい 。 な お 日 本 語 F P に よっ て は 、"Communication PRO-68K" が 正常 に 動作 で 
き な い 場合 も ちり ます 。 


プリ ンタ を 変更 する に は ? 


人 @ 初期 設定 

"Communication PRO-68K" は 、 お 買い 上 げ い た だ いた 時 点 で は 、 プ リン タ ド ライ バ が "PRENDRV.SYS" に 設 
定 さ れ て いま す の で 、CZ-8PK3、CZ-8PK4、CZ-8PK5、CZ-8PK6、CZ-8PC1、CZ-8PC2、CZ-8PN1、CZ-8PK7、 
CZ-8PK8、CZ-8PK9 の 10 機 種 が 使用 で きま す 。 
今 対応 プリ ンタ 


下 の 表 に ある 登録 済み プリ ンタ で あれ ば 、"CONFIG.SYS" の 内 容 を 対応 する プリ ンタ ドラ イ バ ("PRNDRV1. 
SYS" 、"PRNDRV2.SYS" 、"PRNDRV3.SYS" の うち の 一 つ ) に 変更 する こと に よっ て 使用 する こと が で きま す 。 


プリ ンタ ド ライ バ 対象 プリ ンタ 


PRNDRV.SYS CZ-8PK3、CZ-8PK4、CZ-8PK5、CZ-8PK6、CZ-8PC1、CZ-8PC2、CZ-8PN1、CZ-8PK7 
CZ-8PK8、CZ-8PK9 

ESC/P24-J81 レ ベル 以上 の プリ ンタ (エプソン VP-85K、VP-135K な ど ) 
PC-PR201 (NEC) 


NM-9300 (NEC) 、AR-2400 (スタ ー) 


PRNDRV1.SYS 
PRNDRV2.SYS 
PRNDRV3. YS 


信 。 ブリ ンタ の 変更 方 法 


た と えば 、PC-PR201 (NEC) を 使用 する 時 は 、"CONFIG.SYS" に 登録 済み の "PRNDRV.SYS" を "PRNDRV2.SYS" 
に 変更 すれ ば 使用 で きま す 。 変更 手順 は 以下 の と お り で す 。 


① ユー ザー ディ スク を ドラ イブ 0 に 入れ リセ ッ ト を 押し "Communication PRO-68K" を 起動 し 、<F10> 
[通信 終了 ] を 押し コマ ンド モー ド に し ます 。 


⑨② エディ タ "ED.X" を 使用 し て 、"CONFIG.SYS" の 内 容 を 変更 し ます 。 
A>ED CONFIG.SYS 
と 入力 する と 画面 に 次 の よう に 表示 され ます 。 
FILES =15 
BUFFEERS = 20 


DEVICE = PRNDRV.SYS 


DEVICE = PRNDRV.SYS 
を 

DEVICE = PRNDRV2.SYS 
と 書き 直し 、<ESC> キ ー を 押し 続け て <E> キ ー を 押し ます 。 変更 し た "CONFIG.SYS" が ディ スク に セー 
プ さ れ 設 定 が 終了 し ます 。 リ セッ ト ボ タン を 押し 再起 動 す れ ば 、PC-PR201 が 使用 で きま す 。 


ーーーーーーーーーーーーーーーー ニ ーーー ニーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ニ ーーーーー ニ ーー ニー ニー ニニ ーー ニー ニー ニー ニーー ニ ーー ニー ニーーー ニ ーー ニー ニー ニー ニニ ニー ニー ニー ニニ ーー ニー ニニ ーー ニニ ーーー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニニ ーーー ニー ニー ニー ニーーーー ニ ニー ニニ ーーーー ニ ーーーーーーー ニ ーー ニーー ニ ーーーー ニ ーー ニー ニム ニニ ーー ニニ ーー ニニ ーー ニニ ーー ニニ ーー ニー ニー ニー ニー 


【 参 考 】 プ リン タ の 印字 方 法 の 変更 


| 初期 設定 で は 、 英 数 字 ・ カ ナ 文 字 ・J1S 第 1 水準 漢字 漢字 コー ド は コー ド 印 字 、 第 2 水準 漢字 ・ 外 字 は 
| ビッ トイ メー ジ 印 字 す る よう に 設定 され て いま す 。 "CONFIG.SYS" の 中 の 

| DEVICE = PRNDRV.SYS 

| を 

| DEVICE =PRNDRV.SYS #/Mn 

| の よう に 変更 する こと に よっ て 印字 方 法 を 変更 で きま す 。 
i n の 値 に よっ て 印字 方 法 は 次 の よう に 設定 され ます 。 


0 | すべ て の 文字 が コー ド 印 字 
英 数 字 、 カ ナ 文 字 、JIS 第 1, 2 水準 漢字 は コー ド 印 字 。 外字 の み ビ ッ ト イ メー ジ 印 字 
7 | 英 数 字 、 カ ナ 文 字 、JIS 第 1 水準 漢字 は コー ド 印 字 。J13 第 2 水準 漢字 、 外 字 の み ビ ッ ト 
イメ ー ジ 印字 (初期 設定 ) 
15 | 英 数 字 、 カ ナ 文 字 を コー ド 印 字 、JIS 第 1. 2 水準 漢字 、 外 字 は ビッ トイ メー ジ 印 字 
31 | すべ て の 文字 が ビッ トイ メー ジ 印 字 


| た と えば CZ-8KP6 は 、〕1S 第 1. 2 水準 漠 字 が 内 蔵 され て いま す の で 、〕 第 2 水準 湊 字 も コー ド 印 字 し た い 
! 場合 は 、 


DEYICE = PRNDRV.SYS 
を 

DEVICE =PRNDRV2.SYS #/M1 

| と 変更 し ます 。 


エス ケー プシ ー ケ ンス と は ? 


多く の パソ コン や ター ミナ ル は 、 エ スケ ー プ 文字 (ESC 16 進 数 で 1BH) に 続く 特定 列 で 画面 上 の カー ソ 
ル の 移動 や 文字 属性 の 変更 を 行い ます 。 こ の 一 連 の 文字 列 を ェ エスケープ シー ケン ス と 言い ます 。 
"Communication PRO-68K" で は 、 黒 字 に 白 文 字 で 表示 する 画面 モー ド の 時 に 、 プ リン ク を 除く MS-DO0S の 
標準 エス ケー プシ ー ケ ンス を サポ ー ト し て いま す (MS-DOS の 標準 エス ケー プシ ー ケ ンス は 、Human68k の も 
の と 色 の 設定 が 異な り ま す ) 。 ま た 、 グ ラフ 文字 は ひら が な 表示 に な り ま す 。 


シー ケン ス 機能 
ESC [pl:pcH カー ソル を pl 行 pc カ ラム に 移動 し ます 。 
ESC [pl:pcf 同上 。 
ESC =lc 同上 。 
ESC [pnA カー ソル を 同一 カラ ム 位 置 で pn 行 上 に 移動 し ます 。 
ESC [pnB カー ソル を 同一 カラ ム 位 置 で pn 行 下 に 移動 し ます 。 
ESC [pnC カー ソル を 同一 行 で pnm カ ラム 右 に 移動 し ます 。 
ESC [pnD カー ソル を 同一 行 で pn カラ ム 行 左 に 移動 し ます 。 
ESC [0J カー ソル 位置 か ら 最 終 行 の 最終 カラ ム ま で 消去 し ます 。 
0 は 省略 で きま す 。 
BSC [1J 先頭 行 の 第 1 カラ ム か ら カ ー ソ ル 位 置 ま で を 消去 し ます 。 
ESC [2J 画面 を クリ ア し て カー ソル を ホー ム ポ ジ シ ョ ン に 移動 し ます 。 
BSC * 同上 。 
ESC [OK カー ソル 位置 か ら 、 同 一 行 の 最終 カラ ム ま で を 消去 し ます 。 
ESC [1K カー ソル の ある 行 の 第 1 カラ ム か ら カ ー ソ ル 位 置 ま で を 消去 し ます 。 
ESC [2K カー ソル の ある 行 の 第 1 カラ ム か ら 最 終 カ ラム まで を 消去 し ます 。 
ESC [pnM カー ソル の ある 行か ら 下 に pn 行 削除 し ます 。 
ESC [pnL カー ソル の ある 行か ら 下 に pn 行 挿入 し ます 。 
BSC D カー ソル を 1 行 下 に 移動 し ます 。 
カー ソル が 最終 行 に ある 時 は 1 行 ス クロ ー ル アッ プ し ます 。 
BSC E カー ソル を 1 行 下 の 第 1 カラ ム に 移動 し ます 。 
カー ソル が 最終 行 に ある 時 は 1 行 ス クロ ー ル アッ プ し ます 。 
ESC M カー ソル を 1 行 上 に 移動 し ます 。 
ESC [s カー ソル 位置 と 表示 属性 を 保存 し ます 。 
BSC [u 保存 し た カー ソル 位置 と 表示 属性 を も と に 戻し ます 。 
BSC [6n カー ソル 位置 を 知ら せま す 。 形式 は ESC [pl:pcR で す 。 
BSC [>51 カー ソル を 表示 し ます 。 
BSC [>5h カー ソル を 消去 し ます 。 
ESC [>3h 20 行 モー ド に し ます 。 
ESC [>31 25 行 モー ド に し ます 。 


表示 属性 を 変更 し ます 。 "COMMUNICATION PRO-68K" で は 点滅 表示 (ブリ 
ンク は サポ ー ト し て いま せん 。 ) 


DS 機能 

0 全て の 属性 を も と に も ど し ま す 。 
4 下線 表示 。 

7 反転 表示 。 

8 シー クレ ッ ト 
30 黒 

31 赤 

32 緑 

33 黄色 

34 青 

35 マゼンダ 

36 水色 

37 白 

40 背景 色 黒 
41 背景 色 赤 
42 背景 色 緑 
43 背景 色 黄色 
44 背景 色 青 
45 背景 色 マゼンダ 
46 背景 色 水色 
47 背景 色 白 


別 の ディ スク 、 デ ィ レ クト リ に ある ファ イル を 指定 する に は ? 」 


「 自 動 実 行 ] 、「 オ ー ト タイ プ 」 、「 ロ グ 開 始 」 、「Xmod 送 信 」、「Xmod 受 信 」、「Tran 送 信 」、 
「Tran 受 信 」 な ど で 、 別 の ディ スク ドラ イブ や 別 の ディ レク トリ に ある ファ イル を 指定 する に は 、 各 ウィ 
ンド ウゥ ウ で 「 パス 名 : 」 の 所 を 書き 換え て 指定 し ます 。 
パス 名 の 変更 に は 、 


・ カ ー ソ ル 移 動 キ ー で カー ソル を パス 名 の 所 に 移動 し 、 直 接 書き 換え る 
・ フ ァイル 名 の 所 で 指定 する 
・ フ ァイル 名 の 一 覧 表 で 指定 する (ディ スク ドラ イブ の 変更 に は 使え ませ ん ) 
と いう 三 つ の 方 法 が あり ます 。 
倫 カ ー ソ ル 移 動 キ ー で カー ソル を パス 名 の 所 に 移動 し 、 直接 書き 換え る 
ウィ ンド ウ を 開い た 状態 で は 、 カ ー ソ ル は 「 フ ァイル 名 : 」 の 所 に あり ます 。 こ こ で < 人 11 > キー を 押す と 
カー ソル が 「 パ バス 名 : 」 の 所 に 移動 し ます の で 、 対 象 と する ファ イル の ある ディ スク ドラ イブ 、 デ ィ レ ク 
トリ を 指定 し て くだ さい 。 
念 フ ァイル 名 の 所 で 指定 する 


ウィ ンド ウ を 開き 「 フ ァイル 名 : 」 の 所 で 直接 、 対象 と する ディ スク ドラ イブ 名 、 フ ァイル 名 を 書き 込 
み リ ター ン キ ー を 押し ます 。 フ ァイル と 区 別 す る た め に ディ レク トリ 名 の 後ろ に "\" を 付け ます 。 


【 例 】 

B ド ライ ブ 
ルー ド デ ィ レク ホリ 

昌 = つの デ ォ レグ ドリ 

SYSY 現在 の ディ レク トリ の 下 に ある "SYS" と いう ディ レク トリ 

CPROYTMP\ 現在 の ディ レク トリ の 下 に ある "CPRO' と いう ディ レク トリ の 
さら に 下 に ある "TMP" と いう ディ レク トリ 

\CPROYTMP\ ルー トディ レク トリ の 下 に ある "CPRO'" デ ィ レ クト リ の 、 さ ら 


に 下 に ある "TMP" と いう ディ レク トリ 
代 フ ァイル 名 の 一 覧 表 で 指定 する 
ファ イル 名 の 入力 ウィ ンド ウ で 何 も を 指定 せ すず に リタ ー ン キー を 押し 、 フ ァイル 名 の 一 覧 表 を 出し ます 。 


《 デ ィ レ クト リ )》 と 表示 され た 部 分 に 枠 を 移動 し リタ ー ン キー を 押す と 「 フ ァイル 名 : 」 の 所 に ディ レク 
トリ が 入り ます 。 さ ら に リタ ー ン キー を 押す と ディ レク トリ 名 が 「 パ バス 名 : 」 の 所 に 入り ます 。 


起動 時 に 自動 実行 する に は ? | 


"Communication PRO-68K" の 起動 時 に プロ グラ ム を 実行 する に は 、 


・ 起 動 時 オプ ショ ン と し て 自動 実行 プロ グラ ム を 指定 する 
・ 実 行 し た い プ ログ ラム を "config.u" と いう ファ イル 名 で 保存 し て お く 


と いう 2 種類 の 方 法 が あり ます 。 


起動 時 オプ ショ ン と いう の は 、"Communication PRO-68K" を 起動 する 時 、 単 に 
cpDTO 
と する の で は な く 、 
cprO mix12.u 
の よう に 自動 実行 プロ グラ ム 名 も 指定 する 方 法 で す 。 こ の よう に "cpro" の 後に ブラ ンク を お き 、 続 け て 自 
動 実 行 プ ログ ラム 名 を 書く と 、"Communication PRO-68K" は 起動 後 た だ ち に 指定 プロ グラ ム を 実行 し ます 。 
特定 の 自動 実行 プロ グラ ム を 電源 を 入れ た 時 や リセ ッ ト 時 に 毎回 実行 する に は "autoexec.bat" と いう ファ 
イィ ル を 上 記 の よう に 書き 換え て くだ さい 。 
自動 実行 プロ グラ ム を 指定 する 時 、". の 部 分 は 省略 で きま す 。 
cDTO mix12 
の よう に 書く と 、"Communication PRO-68K" は "mix12" と いう の は "mix12.u" の 意味 で ある と 解釈 し 実行 し 
ます 。 (起動 時 オプ ショ ン と し て 、 逆 スク ロー ル バ ッ ファ の 大 き さ や 画面 の 色 な ども 指定 で きま す 。 詳 し 
く は 「 第 5 章 Q 多 Al の 「 起 動 時 オプ ショ ン と は ? 」 を ご 覧 くだ さい 。 ) 


*config._u" と いう ファ イル は 、"Communication PRO-68K" が 起動 時 に 自動 実行 プロ グラ ム が 指定 され て 
いな いと 実行 する ファ イル で す 。 通常 は 標準 的 な 通信 条件 な ど を 設定 する た め に 使い ます が 、 オ ー ト ログ 
イン プロ グラ ム を 、 こ の ファ イル 名 で 保存 し て お く こ と も で きま す 。 


"Communication PRO-68K" が 起動 時 に どの よう な 動作 を する か を 下図 に 示し ます 。 


| MM ォ フ シュ ン と し て 自生 ブ グラ ム 定 きれ て いる か | 


| Mt た ブロ グラ ム が ある か 2 


ee 
で 三 


ーー 
ーー: 


| we u と いう ファ イル が ある か ? 


M \ ! \ 
YES YES 
\ \ 


実行 標準 設定 で 実行 
起動 


この よう に 、 起 動 時 に 自動 的 に 実行 され る 点 を 除け ば 、"config.u" は 、 一 般 の 自動 実行 アプ ログラム と な 
ん ら 変 り ま せん 。 従っ て 、 通 信条 件 の 設定 は も と より 、 ど の よう な 関数 が 書か れ て いて も 自動 的 に 実行 さ 
れ ま す 。 これ を 応用 すれ ば 、 起動 し た だ け で 特定 の パソ ュ コン 通信 サー ビス に オー トロ グイ ン す る こと も る 可 
能 室 す 。 


"Communication PRO-68K" の 標準 設定 は 、 次 の と お り で す 。 


画面 の 色 白地 黒文字 

画面 行 数 20 行 

通信 速度 SPEED.X の 設定 に よる 受信 行末 コー ド CR/LF 
デー タ 長 SPEED.X の 設定 に よる 送信 行末 コー ド CR 
スト ッ プ ビッ ト 長 SPEED.X の 設定 に よる 受信 漢字 コー ド 自動 
2 由 デ イィ SPEED.X の 設定 に よる 送信 漢字 コー ド 自動 
シフ ト 制 御 SPEED.X の 設定 に よる 文字 間 デ ィ レ イ 0 
フロ ー 制 御 SPEED.X の 設定 に よる 行間 ディ レイ 0 
ロー カル エコ ー な し 


| gm し て いる 自動 実行 プロ グラ ム は ? 


"Communication PRO-68K" に 付属 し て いる 自動 実行 プロ グラ ム は 、 そ の 多く が オー トロ グイ ン 用 の サン 
プル で す 。 各 プ ログ ラム の ファ イル 名 は "mix12.u'" の よう に サー ビス の 略称 と 通信 速度 を あら わし て いま 
す 。 "mix12c. un" の よう に ファ イル 名 の 数 値 の 後に “c" が 付い て いる も の は 、CCITT V.25bis モ デム 用 の も の 
で 、 付 いて いな いも の は Hayes タイ プ の モデ ム (AT モデ ム ) 用 の も の で す 。 


【 オ ー ト ログ イン Hayes モデ ム 用 】 


ファ イル 名 接続 先 通信 速度 備考 
daiwa12.u . 大 和 証 券 1200 bps NTT 第 2 種 パ ケッ ト 交 換 サ ービス 
パソ コン ホー ム ト レ ー ド (DDX-TP) 経由 

eye12.u EYENET 1200 bps 

j&p12.u J 徹 P ネ ッ ト 1200 bps 

ja112.u JAL ネ ッ ト 1200 bps 

mix12.u 日 経 MI X 1200 bps 

mix24.u 日 経 MI X 2400 bps 

nifty12.u ラディ ォ ザ デブ 1200 bps 

pcs12.u アス キー ネッ ト PCS 1200 bps 

pcS24.u アス キー ネッ ト PCS 2400 bps 

pcvan12.u ss PrVawTNi 1200 bps 

サ ソ テ チ -12.u .:。 サン デー ネッ トド 1200 bps 

AA' -212.u . ザ スペ ー ス クラ ブ 1200 bps 

テル 2 タ -12.u デレ スタ ー 1200 bps 


【 オ ー ト ログ イン CCITT V.25bis モデ ム 用 】 


ファ イル 名 接続 先 通信 速度 
eye12c.u EYENET 1200 bps 
j&p12c.u J 交 P ネ ッ ト 1200 bps 
ja112c.u J AL ネット 1200 bps 
mix12c.u 日 経 M I X 1200 bps 
nifty12c.u . ニフティ サー プ 1200 bps 
pcs12c.u アス キー ネッ ト PCS 1200 bps 
pcVan12c.u . PC 一 WAN 1200 bps 
サリ -126。m 。。 。。 サジ デー ネッ ト 1200 bps 
AA -X12c.u ..。,。 ザ スペ ー ス クラ ブ 1200 bps 
22-12c.u . テレ スタ ー 1200 bps 


「 コ スモ ステ ーション | か ら ア スキ ー フ ァイル を ダウ ン ロ ー ド する に は ? 


X-1turbo シ リー ズ 用 の BBS ソ フト 「 コ スモ ステ ーション |」 (CZ-136SF) は 、 ア スキ ー フ ァイル (BASIC の プ 
ログ ラム な ど ) の ダウ ン ロ ー ド を 指定 する と 、 フ ァイル 名 を 入力 後 10 秒 た っ て か ら 送 信 開 始 、 終 了 す る と 


CTRL-? を 送っ て くる よう に な っ て いま す 。 こ の アス キー ファ イル を 受信 する に は 、"zd.u" と いう 自動 実行 
ブ プログ ラム で 行い ます 。 
①「 コ スモ ステ ーション | 側 に 、 ダ ウン ロー ド す る ファ イル 名 を 指定 し ます 。 


⑨ フ ァイル 名 を 指定 し て か ら 10 秒 以内 に 、 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー の 4 番 <F4> [自動 実行 ] を 押し 、"zd" 


と 入力 し リタ ー ン キー を 押し ます 。 こ れ で 自動 的 に ファ イル が "temp.1og" と いう ファ イル 名 で ダウ 
〆 ロ 一 ド さ れ ま す 。 


③ 受 信 が 終了 し た ら 、 フ ァイル 名 を 変更 し ます 。 た と えば "program.bas' に する に は 、 フ ァ ン クシ ョ 
ン キ ー の 9 番 <f9> [Human68k] を 押し 、 


rename temp. log program.bas 


と 入力 し て くだ さい 。 


【 参 考 】 "zd.u" と いう プロ グラ ム の 内 容 は 次 の よう に な っ て いま す 。 


内 容 意味 

1ogopen("temp. 1og') : "temp.1og と いう 名 前 で ログ を と る 
waitfor("\X1A") : CTRL-Z(16 進 数 で 1A) を 待つ 
1ogopen("dummy"): 受信 し た ら ダ ミー の ログ を オー プン し 、 
1ogdelete( ) : すぐ 削除 する 


Xmodem、TransIt と は ? 


電話 回 線 を 使っ た 通信 の 場合 、 伝 送 時 に 送っ た デー タ が し ば し ば 各種 の ノイ ズ に よっ て 正しく 伝わら な 
い 場合 が あり ます 。 普通 の 文字 を 読む だ け で あれ ば 、 一 部 の デー タ が お か し く な っ て も 前 後 の 文脈 か ら な 
ん と か 意味 を 推測 する こと は で きま す 。 と ころ が 、 プ ログ ラム の よう に 、1 ぁ ヵ所 で も 内 容 に 誤り が 生じ る 
と 、 致 命 的 な も の の 場合 は そう は いき ませ ん 。 そこで 作ら れ た の が Xmodem や TransIt の よう な プロ トコ ュ コル 
(通信 手順 ) で す 。 

この 2 つの プロ トコ ル は 、 フ ァイル を 送受 信 す る 時 に 用 いら れる も の で 、 送信 側 は ファ イル を 小さ な 単 
位 に 区 切り 、 誤り が な いか を チェ ッ ク す る た め の デ ー タ を 付け て 送り だ し ます 。 受信 側 は 、 こ の チェ ッ ク 
用 デー タ を 元 に 、 受 信 し た デー タ に 誤り が な いか どう か を 確認 し 、 誤 り が な けれ ば ファ イル に 書き 込み 、 
誤り が あれ ば も う 一 度 送り 直す よう 送信 側 に 要求 し ます 。 

Xmodem は 、 パ ソコ ン 通 信 の 世界 で も っ と も ポピュラー な ファ イル 転送 用 プロ トコ ル で 、 世 界 中 で 使わ れ 
て いま す 。TransIt は 、 株 式 会 社 ア スキ ー が 同社 の パソ コン 通信 サー ビス 「 ア スキ ーネット | 用 に 開発 し 
た プロ トコ ル で 、NTT の 第 二 種 パ ケッ ト 交 換 サ ービス (DDX-TP) で ファ イル 転送 を する の に 便利 な よう 
に 作ら れ て いま す 。 


|NrroW= 和 < ッ ッ ト 交 換 サ ービス (DDX-TP) と は ? 較 


NTT の パケ ッ ト 交 換 サ ービス (DDX) は 、 コ ンピュータ 間 の デジ タル パケ ッ ト 交 換 網 サー ビス の こと 
で す 。 遠 距離 か ら ア クセ ス す る と き は 、 利 用 料金 が 通常 の 長 距離 電話 より も 安く な る こと が あり ます ( 距 
離 、 時 間 帯 、 通 信 速 度 、 通 信 内 容 に より いち が い に 安 いと は 限り ませ ん ) 。 利 用 する に は 、 

・ 相 手先 ネッ ト が 、 DDX 網 に 接続 し て いる 

・ あ な た の 電話 回 線 が DDX 網 の サー ビス 地域 に な っ て いる 
必要 が あり ます 。 詳し く は 、 相 手先 ネッ ト 、NTT に 確認 し て くだ さい 。 な お DDX 経 由 で は 、Xmodem に よ 
る ファ イル 転送 な どの 機能 を 利用 で き な い 場合 が あり ます の で 、 ご 注意 くだ さい 。 


エス ケー プシ ー ケ ンス を 含む ログ ファ イル を 再 表示 させ る に は ? 


エス ケー プシ ー ケ ンス を 使っ た メッ セー ジ の 中 に は 、 絵 や アニ メ の よう な 表現 を し て いる も の も あり ま 
す 。 こ の よう な メッ セー ジ を 含む ログ ファ イル を 見 る に は 、 [環境 設定 ] で ロー カル エコ ー を [あり ] に 
設定 し 、 送 信行 末 コ ー ド を CR/LF に 設定 し 、 目的 の ログ ファ イル を オー ト タ イ プ し て くだ さい 。 こ の 時 、 
モデ ム の 電源 を 入れ て お く 必 要 は あり ませ ん 。 

も し 、 表 示 が 速 す ぎる 場合 は 、 [環境 設定 ] で [文字 問 ディ レイ ] を 大 きく し て くだ さい 。 


日 付 、 時 刻 を 合せ る に は ? 」 


"Communication PRO-68K" は Human68k で 設定 され て いる 日 付 時 刻 を 表示 し て いま す 。 日 付 や 時 刻 を 合せ 
る に は 、Human68k の DATE コ マン ド と TIME コ マン ド を お 使い くだ さい 。 DATE、TIME コ マン ド の 説明 は X68000 
本 体 付属 の 「Human68k ユ ー ザ ー ズ マニ ュ ア ル | を 参照 くだ さい 。 
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